
(57)【要約】

【課題】マザー基板上で元板単位の検査を遂行して、元

板検査の時特定有機電界発光表示装置を独立的にオン/

オフさせるようにした有機電界発光表示装置を提供する

。

【解決手段】走査線及びデータ線に接続される複数の画

素が含まれた画素部と、前記走査線に走査信号を供給す

るための走査駆動部と、外郭領域に位置されて、第1方

向に形成された第1配線グループ及び第2方向に形成され

た第2配線グループと、前記データ線の一側に接続され

た複数のトランジスタが具備されるトランジスタグルー

プと、前記第1配線グループに属した少なくとも一つの

配線及び前記第2配線グループに属した少なくとも一つ

の配線に接続されるオン/オフ制御部と、を含む。

【選択図】図３

JP 2007-279655 A 2007.10.25



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 走 査 線 及 び デ ー タ 線 に 接 続 さ れ る 複 数 の 画 素 が 含 ま れ た 画 素 部 と 、
　 前 記 走 査 線 に 走 査 信 号 を 供 給 す る た め の 走 査 駆 動 部 と 、
　 外 郭 領 域 に 位 置 さ れ て 、 第 1方 向 に 形 成 さ れ た 第 1配 線 グ ル ー プ 及 び 第 2方 向 に 形 成 さ れ
た 第 2配 線 グ ル ー プ と 、
　 前 記 デ ー タ 線 の 一 側 に 接 続 さ れ た 複 数 の ト ラ ン ジ ス タ が 具 備 さ れ る ト ラ ン ジ ス タ グ ル ー
プ と 、
　 前 記 第 1配 線 グ ル ー プ に 属 し た 少 な く と も 一 つ の 配 線 及 び 前 記 第 2配 線 グ ル ー プ に 属 し た
少 な く と も 一 つ の 配 線 に 接 続 さ れ る オ ン /オ フ 制 御 部 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 オ ン /オ フ 制 御 部 は 、
　 前 記 第 1及 び 第 2配 線 グ ル ー プ か ら 供 給 さ れ る 信 号 に 対 応 し て 少 な く と も 一 つ の シ フ ト 制
御 信 号 を 生 成 す る 制 御 信 号 生 成 部 と 、
　 前 記 制 御 信 号 生 成 部 の 出 力 端 に 接 続 さ れ て 前 記 シ フ ト 制 御 信 号 に 対 応 し て 第 1及 び 第 2シ
フ ト ク ロ ッ ク 信 号 を 生 成 す る シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 生 成 部 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ト ラ ン ジ ス タ グ ル ー プ に 具 備 さ れ た ト ラ ン ジ ス タ は 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る 制 御 信 号
に 対 応 し て タ ー ン オ フ 状 態 を 維 持 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 デ ー タ 線 及 び 前 記 ト ラ ン ジ ス タ グ ル ー プ の 間 に 接 続 さ れ て 少 な く と も 二 つ の 選 択 信
号 に 対 応 し て 前 記 デ ー タ 線 に 検 査 信 号 ま た は デ ー タ 信 号 を 供 給 す る デ ー タ 分 配 部 と 、
　 前 記 デ ー タ 分 配 部 に 前 記 デ ー タ 信 号 を 供 給 す る た め の デ ー タ 駆 動 部 と 、
　 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 複 数 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 が 形 成 さ れ た マ ザ ー 基 板 上 で 少 な く と も 一 つ の 前 記 有 機 電
界 発 光 表 示 装 置 に 対 す る 異 常 有 無 を 検 査 す る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 検 査 方 法 に お い て 、
　 同 じ 列 に 位 置 さ れ た 前 記 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 に 接 続 さ れ た 第 1配 線 グ ル ー プ に 垂 直 制
御 信 号 を 供 給 す る 段 階 と 、
　 同 じ 行 に 位 置 さ れ た 前 記 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 に 接 続 さ れ た 第 2配 線 グ ル ー プ に 水 平 制
御 信 号 を 供 給 す る 段 階 と 、
　 前 記 垂 直 制 御 信 号 及 び 水 平 制 御 信 号 に 対 応 し て 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 を 生 成 す
る 段 階 と 、
　 前 記 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 に 対 応 し て 走 査 信 号 を 生 成 す る 段 階 と 、
　 前 記 第 1ま た は 第 2配 線 グ ル ー プ に 検 査 信 号 を 供 給 す る 段 階 と 、
　 前 記 走 査 信 号 及 び 検 査 信 号 に 対 応 し て 所 定 の 検 査 の た め の 映 像 を 表 示 す る 段 階 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 検 査 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 を 生 成 す る 段 階 は 、
　 前 記 垂 直 制 御 信 号 及 び 前 記 水 平 制 御 信 号 に 対 応 し て 少 な く と も 一 つ の シ フ ト 制 御 信 号 を
生 成 す る 段 階 と 、
　 前 記 シ フ ト 制 御 信 号 に 対 応 し て 前 記 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 を 生 成 す る 段 階 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 検 査 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 所 定 の 前 記 垂 直 制 御 信 号 及 び 水 平 制 御 信 号 に 対 応 し て 前 記 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 中 で
少 な く と も 一 つ の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 で 映 像 が 表 示 さ れ な い よ う に 制 御 す る 前 記 走 査 信
号 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 検 査 方 法 。
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【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 走 査 信 号 は 、
　 前 記 少 な く と も 一 つ の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 画 素 部 に 含 ま れ た 画 素 の ス イ ッ チ ン グ ト
ラ ン ジ ス タ を タ ー ン オ フ さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の
検 査 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 1ま た は 第 2配 線 グ ル ー プ を 通 じ て 第 1ク ロ ッ ク 信 号 を さ ら に 供 給 し て も ら う こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 検 査 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 所 定 の 前 記 垂 直 制 御 信 号 及 び 水 平 制 御 信 号 に 対 応 し て 前 記 第 1ク ロ ッ ク 信 号 と 同 じ 波 形
を 持 つ 第 1シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 と 、
　 前 記 第 1シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 と 相 反 し た 波 形 を 持 つ 前 記 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 を 生 成 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 検 査 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 に 対 応 し て 前 記 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 で 所 定 の 検 査
の た め の 映 像 が 表 示 さ れ る こ と を 制 御 す る 発 光 制 御 信 号 を 生 成 す る 段 階 を さ ら に 含 む こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 検 査 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 及 び そ の 検 査 方 法 に 関 し 、 特 に 、 個 々 の 有 機 電 界 発 光 表
示 装 置 を ス ク ラ イ ビ ン グ し な い 状 態 で マ ザ ー 基 板 上 で 元 板 単 位 の 検 査 を 遂 行 し て 、 元 板 検
査 の 時 特 定 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 を 独 立 的 に オ ン /オ フ さ せ ら れ る よ う に し た 有 機 電 界 発
光 表 示 装 置 及 び そ の 検 査 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 複 数 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 は 、 一 つ の マ ザ ー 基 板 (mother substrate)上 に 形
成 さ れ た 後 、 ス ク ラ イ ビ ン グ (scribing)さ れ て 個 々 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 で 分 離 さ れ る
。 こ の よ う な 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 に 対 す る 検 査 は 、 ス ク ラ イ ビ ン グ が 完 了 し た 有 機 電 界
発 光 表 示 装 置 そ れ ぞ れ で 別 に 遂 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ は 、 ス ク ラ イ ビ ン グ が 完 了 し た 一 般 的 な 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 を 示 す 図 面 で あ る 。
　 図 １ を 参 照 す れ ば 、 一 般 的 な 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 110は 、 走 査 駆 動 部 120、 デ ー タ 駆 動
部 130、 デ ー タ 分 配 部 140及 び 画 素 部 150を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 走 査 駆 動 部 120は 走 査 信 号 を 生 成 す る 。 走 査 駆 動 部 120か ら 生 成 さ れ た 走 査 信 号 は 走 査 線
S1な い し Snに 順 次 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 130は デ ー タ 信 号 を 生 成 す る 。 デ ー タ 駆 動 部 130か ら 生 成 さ れ た デ ー タ 信 号
は 出 力 線 O1な い し Omに 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 デ ー タ 分 配 部 140は 、 デ ー タ 駆 動 部 130そ れ ぞ れ の 出 力 線 O1な い し Omか ら 供 給 さ れ る デ ー
タ 信 号 を 少 な く と も 二 つ の デ ー タ 線 Dに 供 給 す る 。 こ の よ う な デ ー タ 分 配 部 140は 、 デ ー タ
駆 動 部 130の チ ャ ン ネ ル 数 を 減 少 さ せ て 、 高 解 像 度 の 表 示 装 置 に 有 用 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 画 素 部 150は 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド を 具 備 し た 複 数 の 画 素 (図 示 せ ず )で な る 。 こ の よ う
な 画 素 部 150は 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る 第 1及 び 第 2電 源 ELVDD、 ELVSSと 、 走 査 駆 動 部 120か ら
供 給 さ れ た 走 査 信 号 及 び デ ー タ 分 配 部 140か ら 供 給 さ れ た デ ー タ 信 号 に 対 応 し て 所 定 の 映
像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 こ の よ う な 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 110に 対 す る 検 査 は 、 個 々 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 を
検 査 す る 検 査 装 備 で 遂 行 さ れ る 。 し か し 、 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 110を 構 成 す る 回 路 配 線
が 変 更 さ れ た り 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 110の 大 き さ が 変 更 さ れ る 場 合 、 検 査 装 備 を 変 更 し
な け れ ば な ら な い か 検 査 の た め に 要 求 さ れ る ジ グ (jig)が 変 更 さ れ な け れ ば な ら な い と い
う 問 題 点 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 そ れ ぞ れ の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 110を 別 に 検 査 し な け れ ば な ら な い の で 検 査 時
間 が 長 く な っ て コ ス ト が 上 昇 す る な ど 、 検 査 の 効 率 性 も 落 ち る 。 し た が っ て 、 ス ク ラ イ ビ
ン グ 以 前 に マ ザ ー 基 板 上 で 元 板 単 位 (Sheet Unit)で 複 数 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 110に 対
す る 検 査 を 遂 行 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 方 、 元 板 単 位 の 検 査 を 遂 行 す る 時 、 マ ザ ー 基 板 上 に 不 良 が 発 生 し た 有 機 電 界 発 光 表 示
装 置 が 含 ま れ た 場 合 な ど に は 、 正 常 な 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 110に 対 す る 検 査 さ え ま と も
に 遂 行 さ れ な い こ と も あ る 。 し た が っ て 、 元 板 単 位 で 検 査 を 遂 行 す る 時 、 検 査 の 信 頼 性 及
び 効 率 性 を 高 め る た め に 不 良 が 発 生 さ れ た 特 定 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 が 他 の 有 機 電 界 発 光
表 示 装 置 110の 検 査 に 影 響 を 及 ぼ す こ と が で き な い よ う に 制 御 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の た め に 、 マ ザ ー 基 板 上 で 元 板 単 位 の 検 査 を 遂 行 す る が 、 そ れ ぞ れ の 有 機 電 界 発 光 表
示 装 置 が 独 立 的 に オ ン /オ フ さ れ る よ う に 制 御 さ れ な け れ ば な ら な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 韓 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ － ０ ５ ０ ４ ４ ７ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は マ ザ ー 基 板 に 形 成 さ れ た 複 数 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 に 対
す る 元 板 単 位 検 査 が 可 能 な 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 及 び そ の 検 査 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 目 的 は マ ザ ー 基 板 上 に 形 成 さ れ た そ れ ぞ れ の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置
が 独 立 的 に オ ン /オ フ 制 御 さ れ る よ う に し た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 及 び そ の 検 査 方 法 を 提
供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 目 的 を 果 た す た め に 、 本 発 明 の 第 1側 面 は 、 走 査 線 及 び デ ー タ 線 に 接 続 さ れ る 複 数
の 画 素 が 含 ま れ た 画 素 部 と 、 前 記 走 査 線 に 走 査 信 号 を 供 給 す る た め の 走 査 駆 動 部 と 、 外 郭
領 域 に 位 置 さ れ て 、 第 1方 向 に 形 成 さ れ た 第 1配 線 グ ル ー プ 及 び 第 2方 向 に 形 成 さ れ た 第 2配
線 グ ル ー プ と 、 前 記 デ ー タ 線 の 一 側 に 接 続 さ れ た 複 数 の ト ラ ン ジ ス タ が 具 備 さ れ る ト ラ ン
ジ ス タ グ ル ー プ と 、 前 記 第 1配 線 グ ル ー プ に 属 し た 少 な く と も 一 つ の 配 線 及 び 前 記 第 2配 線
グ ル ー プ に 属 し た 少 な く と も 一 つ の 配 線 に 接 続 さ れ る オ ン /オ フ 制 御 部 を 含 む 有 機 電 界 発
光 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 オ ン /オ フ 制 御 部 は 、 前 記 第 1及 び 第 2配 線 グ ル ー プ か ら 供 給 さ れ る 信
号 に 対 応 し て 少 な く と も 一 つ の シ フ ト 制 御 信 号 を 生 成 す る 制 御 信 号 生 成 部 と 、 前 記 制 御 信
号 生 成 部 の 出 力 端 に 接 続 さ れ て 前 記 シ フ ト 制 御 信 号 に 対 応 し て 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク
信 号 を 生 成 す る シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 生 成 部 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 ト ラ ン ジ ス タ グ ル ー プ に 具 備 さ れ た ト ラ ン ジ ス タ は 外 部 か ら 供 給 さ れ る 制 御 信 号 に
対 応 し て タ ー ン オ フ 状 態 を 維 持 す る 。 前 記 デ ー タ 線 及 び 前 記 ト ラ ン ジ ス タ グ ル ー プ の 間 に
接 続 さ れ て 少 な く と も 二 つ の 選 択 信 号 に 対 応 し て 前 記 デ ー タ 線 に 検 査 信 号 ま た は デ ー タ 信
号 を 供 給 す る デ ー タ 分 配 部 と 、 前 記 デ ー タ 分 配 部 に 前 記 デ ー タ 信 号 を 供 給 す る た め の デ ー
タ 駆 動 部 を さ ら に 含 む 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 第 2側 面 は 、 複 数 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 が 形 成 さ れ た マ ザ ー 基 板 上 で 少 な く
と も 一 つ の 前 記 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 に 対 す る 異 常 有 無 を 検 査 す る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置
の 検 査 方 法 に お い て 、 同 じ 列 に 位 置 さ れ た 前 記 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 に 接 続 さ れ た 第 1配
線 グ ル ー プ に 垂 直 制 御 信 号 を 供 給 す る 段 階 と 、 同 じ 行 に 位 置 さ れ た 前 記 有 機 電 界 発 光 表 示
装 置 に 接 続 さ れ た 第 2配 線 グ ル ー プ に 水 平 制 御 信 号 を 供 給 す る 段 階 と 、 前 記 垂 直 制 御 信 号
及 び 水 平 制 御 信 号 に 対 応 し て 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 を 生 成 す る 段 階 と 、 前 記 第 1
及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 に 対 応 し て 走 査 信 号 を 生 成 す る 段 階 と 、 前 記 第 1ま た は 第 2配
線 グ ル ー プ に 検 査 信 号 を 供 給 す る 段 階 と 、 前 記 走 査 信 号 及 び 検 査 信 号 に 対 応 し て 所 定 の 検
査 の た め の 映 像 を 表 示 す る 段 階 と を 含 む 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 検 査 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 を 生 成 す る 段 階 は 、 前 記 垂 直 制 御 信 号
及 び 前 記 水 平 制 御 信 号 に 対 応 し て 少 な く と も 一 つ の シ フ ト 制 御 信 号 を 生 成 す る 段 階 と 、 前
記 シ フ ト 制 御 信 号 に 対 応 し て 前 記 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 を 生 成 す る 段 階 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 所 定 の 前 記 垂 直 制 御 信 号 及 び 水 平 制 御 信 号 に 対 応 し て 前 記 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 中 で
少 な く と も 一 つ の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 で 映 像 が 表 示 さ れ な い よ う に 制 御 す る 前 記 走 査 信
号 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 走 査 信 号 は 前 記 少 な く と も 一 つ の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 画 素 部 に 含 ま れ た 画 素 の
ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ を タ ー ン オ フ さ せ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 第 1ま た は 第 2配 線 グ ル ー プ を 通 じ て 第 1ク ロ ッ ク 信 号 を さ ら に 供 給 し て も ら う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 所 定 の 前 記 垂 直 制 御 信 号 及 び 水 平 制 御 信 号 に 対 応 し て 前 記 第 1ク ロ ッ ク 信 号 と 同 じ 波 形
を 持 つ 第 1シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 と 、 前 記 第 1シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 と 相 反 し た 波 形 を 持 つ 前 記
第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 に 対 応 し て 前 記 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 で 所 定 の 検 査
の た め の 映 像 が 表 示 さ れ る こ と を 制 御 す る 発 光 制 御 信 号 を 生 成 す る 段 階 を さ ら に 含 む 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 及 び そ の 検 査 方 法 に よ
れ ば 、 第 1及 び 第 2配 線 グ ル ー プ を 具 備 す る こ と で 、 マ ザ ー 基 板 上 に 形 成 さ れ た 複 数 の 有 機
電 界 発 光 表 示 装 置 に 対 す る 元 板 単 位 の 検 査 を 遂 行 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 検 査
時 間 を 減 ら し 、 コ ス ト を 低 減 す る な ど 、 検 査 の 効 率 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 特 定 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 に 接 続 さ れ た 第 1及 び 第 2配 線 グ ル ー プ の み で 電 源 及 び
信 号 を 供 給 す る こ と で 、 マ ザ ー 基 板 に 形 成 さ れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の 中 で 特 定 有 機 電
界 発 光 表 示 装 置 の み で 検 査 を 遂 行 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 お 互 い に 異 な る 方 向 に 形 成 さ れ た 配 線 を 通 じ て 供 給 さ れ る 垂 直 及 び 水 平 制 御 信 号
に よ っ て オ ン /オ フ 制 御 部 を 制 御 す る こ と で 、 マ ザ ー 基 板 上 に 形 成 さ れ た 個 別 有 機 電 界 発
光 表 示 装 置 の オ ン /オ フ を 独 立 的 に 制 御 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 元 板 検 査 の 時 、
誤 作 動 す る 特 定 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 を 選 択 的 に オ ン /オ フ さ せ る こ と で 、 誤 作 動 す る 有
機 電 界 発 光 表 示 装 置 が 電 源 線 及 び 信 号 線 を 共 有 す る 他 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 に 影 響 を 及
ぼ す こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 検 査 の 信 頼 性 及 び 効 率 性 を 高 め る こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-279655 A 2007.10.25



以 下 、 本 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 に お い て 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 が 本 発 明 を 容 易 に 実 施 す る
こ と が で き る 好 ま し い 実 施 形 態 が 添 付 さ れ た 図 ２ な い し 図 １ ４ を 参 照 し て 詳 し く 説 明 す る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 1実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の マ ザ ー 基 板 を 示 す 図 面 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 1実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の マ ザ ー 基 板 200
は 、 マ ト リ ッ ク ス 形 態 に 配 列 さ れ た 複 数 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210と 、 有 機 電 界 発 光 表
示 装 置 210の 外 郭 ダ ミ ー 領 域 に 形 成 さ れ た 第 1及 び 第 2配 線 グ ル ー プ 260、 270を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ れ ぞ れ の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210は 、 走 査 駆 動 部 220、 検 査 部 230、 デ ー タ 分 配 部 240
及 び 画 素 部 250を 含 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 走 査 駆 動 部 220は 、 第 1配 線 グ ル ー プ 260に 含 ま れ た 第 5配 線 265か ら 第 3電 源 VDDの 供 給 を
受 け て 、 第 2配 線 グ ル ー プ 270に 含 ま れ た 第 11配 線 271及 び 第 13配 線 273か ら そ れ ぞ れ 走 査 制
御 信 号 及 び 第 4電 源 VSSの 供 給 を 受 け る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う な 走 査 駆 動 部 220は 、 第 3及 び 第 4電 源 VDD、 VSSと 走 査 制 御 信 号 に 対 応 し て 走 査
信 号 及 び 発 光 制 御 信 号 を 生 成 す る 。 走 査 駆 動 部 220か ら 生 成 さ れ た 走 査 信 号 及 び 発 光 制 御
信 号 は 画 素 部 250に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 検 査 部 230は 、 第 1配 線 グ ル ー プ 260に 含 ま れ た 第 1配 線 261と デ ー タ 分 配 部 240の 間 に 接 続
さ れ た 複 数 の ト ラ ン ジ ス タ M1な い し Mnを 具 備 す る 。 こ こ で 、 ト ラ ン ジ ス タ M1な い し Mnそ れ
ぞ れ の ゲ ー ト 電 極 は 、 第 1配 線 グ ル ー プ 260に 含 ま れ た 第 2配 線 262と 共 通 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う な 検 査 部 230は 、 第 2配 線 262か ら 供 給 さ れ る 検 査 制 御 信 号 に 対 応 し て 、 第 1配 線
261か ら 供 給 さ れ る 検 査 信 号 を デ ー タ 分 配 部 240に 供 給 す る 。 こ こ で 、 検 査 信 号 は 有 機 電 界
発 光 表 示 装 置 210の 不 良 有 無 を 判 断 す る た め の 信 号 で 、 例 え ば 、 画 素 部 250に 含 ま れ た 画 素
の 点 灯 検 査 信 号 及 び 漏 洩 電 流 検 査 信 号 な ど に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 デ ー タ 分 配 部 240は 、 第 2配 線 グ ル ー プ 270に 含 ま れ た 第 12配 線 272か ら 少 な く と も 二 つ の
選 択 信 号 の 供 給 を 受 け る 。 こ こ で 、 図 ２ で は 第 12配 線 272を 一 つ の 配 線 に 示 し た が 、 実 際
に 第 12配 線 272は 、 選 択 信 号 の 数 に 対 応 し て 少 な く と も 二 つ で 多 様 に 設 定 さ れ う る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 例 え ば 、 デ ー タ 分 配 部 240は 第 12配 線 272か ら 赤 色 、 緑 色 及 び 青 色 サ ブ ピ ク セ ル の ク ロ ッ
ク 信 号 CLR、 CLG、 CLBの 供 給 を 受 け る こ と が で き 、 こ の 場 合 、 第 12配 線 272は 三 つ の 配 線 に
形 成 さ れ る 。 こ の よ う な デ ー タ 分 配 部 240は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 、 選 択 信 号 に 対 応 し て 検
査 部 230そ れ ぞ れ の 出 力 線 か ら 供 給 さ れ る 検 査 信 号 を 少 な く と も 二 つ の デ ー タ 線 に 供 給 す
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 方 、 そ れ ぞ れ の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210が ス ク ラ イ ビ ン グ さ れ た 以 後 、 デ ー タ 分 配
部 240は 外 部 か ら 供 給 さ れ る 少 な く と も 二 つ の 選 択 信 号 に 対 応 し て 、 示 さ れ て い な い デ ー
タ 駆 動 部 そ れ ぞ れ の 出 力 線 に 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 を 少 な く と も 二 つ の デ ー タ 線 に 供 給 す
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 画 素 部 250は 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド を 具 備 し た 複 数 の 画 素 (図 示 せ ず )で な る 。 こ の よ う
な 画 素 部 250は 、 第 1配 線 グ ル ー プ 260に 含 ま れ た 第 3配 線 263及 び 第 4配 線 264か ら そ れ ぞ れ
第 2電 源 ELVSS及 び 初 期 化 電 源 Vinitの 供 給 を 受 け て 、 第 2配 線 グ ル ー プ 270に 含 ま れ た 第 14
配 線 274か ら 第 1電 源 ELVDDの 供 給 を 受 け る 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 画 素 部 250は 、 走 査 駆 動 部 220か ら 走 査 信 号 及 び 発 光 制 御 信 号 の 供 給 を 受 け て 、 デ
ー タ 分 配 部 240か ら 検 査 信 号 (あ る い は 、 デ ー タ 信 号 )の 供 給 を 受 け る 。 第 1及 び 第 2電 源 ELV
DD、 ELVSS、 初 期 化 電 源 Vinit、 走 査 信 号 、 発 光 制 御 信 号 及 び 検 査 信 号 (あ る い は 、 デ ー タ
信 号 )の 供 給 を 受 け た 画 素 部 250は 、 こ れ に 対 応 し て 所 定 の 映 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 一 方 、 示 さ れ な か っ た が 、 そ れ ぞ れ の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210は 、 デ ー タ 駆 動 部 を さ
ら に 含 む こ と が で き る 。 こ こ で 、 デ ー タ 駆 動 部 は そ れ ぞ れ の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210が
マ ザ ー 基 板 200か ら ス ク ラ イ ビ ン グ さ れ た 以 後 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る デ ー タ に 対 応 し て デ
ー タ 信 号 を 生 成 し て 、 こ れ を デ ー タ 分 配 部 240に 供 給 す る 。 一 例 と し て 、 デ ー タ 駆 動 部 は
検 査 部 230と 重 畳 さ れ る よ う に 実 装 さ れ う る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 1配 線 グ ル ー プ 260は 、 垂 直 方 向 (第 1方 向 )に 形 成 さ れ て 、 マ ザ ー 基 板 200上 の 同 じ 列 に
位 置 し た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210に 共 通 接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 第 1配 線 グ ル ー プ 260は
、 検 査 信 号 の 供 給 を 受 け る 第 1配 線 261、 検 査 制 御 信 号 の 供 給 を 受 け る 第 2配 線 262、 第 2電
源 ELVSSの 供 給 を 受 け る 第 3配 線 263、 初 期 化 電 源 Vinitの 供 給 を 受 け る 第 4配 線 264及 び 第 3
電 源 VDDの 供 給 を 受 け る 第 5配 線 265を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 1配 線 261は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 に 供 給 さ れ る 検 査 信 号 を 自 分 に 接 続 さ れ た 有 機 電 界 発
光 表 示 装 置 210に 形 成 さ れ た 検 査 部 230に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 2配 線 262は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 に 供 給 さ れ る 検 査 制 御 信 号 を 自 分 に 接 続 さ れ た 有 機 電
界 発 光 表 示 装 置 210に 形 成 さ れ た 検 査 部 230に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 3配 線 263は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 に 供 給 さ れ る 第 2電 源 ELVSSを 自 分 に 接 続 さ れ た 有 機 電
界 発 光 表 示 装 置 210に 形 成 さ れ た 画 素 部 250に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 4配 線 264は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 に 供 給 さ れ る 初 期 化 電 源 Vinitを 自 分 に 接 続 さ れ た 有
機 電 界 発 光 表 示 装 置 210に 形 成 さ れ た 画 素 部 250に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 5配 線 265は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 に 供 給 さ れ る 第 3電 源 VDDを 自 分 に 接 続 さ れ た 有 機 電 界
発 光 表 示 装 置 210に 形 成 さ れ た 走 査 駆 動 部 220に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 2配 線 グ ル ー プ 270は 、 水 平 方 向 (第 2方 向 )に 形 成 さ れ て 、 マ ザ ー 基 板 200上 の 同 じ 行 に
位 置 し た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210に 共 通 接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 第 2配 線 グ ル ー プ 270は
走 査 制 御 信 号 の 供 給 を 受 け る 第 11配 線 271、 少 な く と も 二 つ の 選 択 信 号 の 供 給 を 受 け る 第 1
2配 線 272、 第 4電 源 VSSの 供 給 を 受 け る 第 13配 線 273、 第 1電 源 ELVDDの 供 給 を 受 け る 第 14配
線 274を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 第 11配 線 271は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 に 供 給 さ れ る 走 査 制 御 信 号 を 自 分 に 接 続 さ れ た 有 機
電 界 発 光 表 示 装 置 210に 形 成 さ れ た 走 査 駆 動 部 220に 供 給 す る 。 走 査 制 御 信 号 に は 走 査 駆 動
部 220の ク ロ ッ ク 信 号 、 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 及 び ス タ ー ト パ ル ス な ど が 含 ま れ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 実 際 に 、 走 査 駆 動 部 220に 供 給 さ れ る 走 査 制 御 信 号 の 数 は 、 走 査 駆 動 部 220の 回 路 構 成 に
よ っ て 多 様 に 設 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 図 ２ に お い て 第 11配 線 271は 、 一 つ の 配 線 に 示 さ
れ た が 、 実 際 に 第 11配 線 271の 数 は 少 な く と も 一 つ で 多 様 に 設 定 さ れ う る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 12配 線 272は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 に 供 給 さ れ る 少 な く と も 二 つ の 選 択 信 号 を 自 分 に 接
続 さ れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210に 形 成 さ れ た デ ー タ 分 配 部 240に 供 給 す る 。 こ こ で 、 選
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択 信 号 の 数 は 、 画 素 部 250に 含 ま れ る サ ブ ピ ク セ ル の 数 に よ っ て 多 様 に 設 定 さ れ う る 。 し
た が っ て 、 図 ２ に お い て 第 12配 線 272は 一 つ の 配 線 に 示 さ れ た が 、 実 際 に 第 12配 線 272の 数
は 選 択 信 号 の 数 に よ っ て 多 様 に 設 定 さ れ う る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 第 13配 線 273は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 に 供 給 さ れ る 第 4電 源 VSSを 自 分 に 接 続 さ れ た 有 機 電
界 発 光 表 示 装 置 210に 形 成 さ れ た 走 査 駆 動 部 220に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 第 14配 線 274は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 に 供 給 さ れ る 第 1電 源 ELVDDを 自 分 に 接 続 さ れ た 有 機
電 界 発 光 表 示 装 置 210に 形 成 さ れ た 画 素 部 250に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う な マ ザ ー 基 板 200上 に 形 成 さ れ た そ れ ぞ れ の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210は 、 元 板
単 位 の 検 査 が 完 了 す れ ば 、 個 々 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210に ス ク ラ イ ビ ン グ さ れ る 。 こ
こ で 、 ス ク ラ イ ビ ン グ ラ イ ン 280は 、 第 1配 線 グ ル ー プ 260及 び 第 2配 線 グ ル ー プ 270と 走 査
駆 動 部 220、 検 査 部 230、 デ ー タ 分 配 部 240及 び 画 素 部 250が ス ク ラ イ ビ ン グ 以 後 電 気 的 に 隔
離 さ れ る よ う に 位 置 さ れ る 。 す な わ ち 、 第 1配 線 グ ル ー プ 260及 び 第 2配 線 グ ル ー プ 270と 走
査 駆 動 部 220、 検 査 部 230、 デ ー タ 駆 動 部 240及 び 画 素 部 250の 電 気 的 接 続 点 は 、 有 機 電 界 発
光 表 示 装 置 210の ス ク ラ イ ビ ン グ ラ イ ン 外 郭 に 位 置 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 外 部 か ら 第 1配
線 グ ル ー プ 260及 び 第 2配 線 グ ル ー プ 270に 流 入 さ れ る 静 電 気 の よ う な ノ イ ズ は 走 査 駆 動 部 2
20、 検 査 部 230、 デ ー タ 分 配 部 240及 び 画 素 部 250に 供 給 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 上 記 第 1実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の マ ザ ー 基 板 200は 、 第 1及 び 第 2配 線 グ ル
ー プ 260、 270を 具 備 す る こ と で 、 マ ザ ー 基 板 200上 に 形 成 さ れ た そ れ ぞ れ の 有 機 電 界 発 光
表 示 装 置 210を ス ク ラ イ ビ ン グ し な い 状 態 で 複 数 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210に 対 す る 元 板
単 位 の 検 査 を 遂 行 す る こ と が で き る 。 こ れ を よ り 具 体 的 に 説 明 す れ ば 、 第 1及 び 第 2配 線 グ
ル ー プ 260、 270で 元 板 単 位 検 査 の た め の 電 源 及 び 信 号 を 供 給 す る こ と で 、 第 1及 び 第 2配 線
グ ル ー プ 260、 270に 接 続 さ れ た そ れ ぞ れ の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210で 検 査 が 遂 行 さ れ る
よ う に な る 。 こ れ に よ っ て 、 検 査 時 間 を 減 ら し 、 コ ス ト を 低 減 す る な ど 検 査 の 効 率 性 を 高
め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 さ ら に 、 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210を 構 成 す る 回 路 配 線 が 変 更 さ れ た り 、 有 機 電 界 発 光
表 示 装 置 210の 大 き さ が 変 更 さ れ た り し て も 第 1及 び 第 2配 線 グ ル ー プ 260、 270の 回 路 配 線
と マ ザ ー 基 板 200の 大 き さ が 変 更 さ れ な け れ ば 、 検 査 装 備 や ジ グ を 変 更 し な く と も 検 査 を
遂 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 少 な く と も 一 つ の 特 定 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210に 接 続 さ
れ た 第 1及 び 第 2配 線 グ ル ー プ 260、 270の み で 電 源 及 び 信 号 を 供 給 す る こ と で 、 マ ザ ー 基 板
200に 形 成 さ れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210の 中 で 特 定 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210の み で 検
査 を 遂 行 す る こ と も 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 第 1配 線 グ ル ー プ 260に 含 ま れ た 第 3配 線 263と 第
2配 線 グ ル ー プ 270に 含 ま れ た 第 14配 線 274に 供 給 さ れ る 第 1及 び 第 2電 源 ELVDD、 ELVSSの 供
給 要 否 を 制 御 し て 特 定 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210の み で 検 査 を 遂 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 た だ し 、 上 記 第 1実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の マ ザ ー 基 板 200上 に 形 成 さ れ た
有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210の 中 で 内 部 欠 陥 ま た は 元 板 検 査 の 時 供 給 さ れ る 信 号 の 遅 延 に よ
っ て 走 査 駆 動 部 220な ど が 誤 作 動 を 起 こ す 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210が 含 ま れ た 場 合 、 同 じ
行 ま た は 列 に 位 置 し た 他 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210で も 検 査 が ま と も に 遂 行 さ れ な い こ
と も あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ れ を よ り 具 体 的 に 説 明 す れ ば 、 マ ザ ー 基 板 200上 に 少 な く と も 一 つ の 欠 陥 が 発 生 さ れ
た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210が 存 在 す る 場 合 、 電 源 線 ま た は 信 号 線 を 共 有 す る 有 機 電 界 発
光 表 示 装 置 210に 好 ま し い 信 号 が 入 力 さ れ ず 、 こ れ ら の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210で も 信 頼
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で き る 検 査 が 遂 行 さ れ 難 い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 第 1及 び 第 2配 線 グ ル ー プ 260、 270に 供 給 さ れ る 電 源 及 び 信 号 が 内 部 配 線 を 経 由 し
な が ら 遅 延 が 発 生 さ れ る 場 合 、 遅 延 さ れ た 信 号 の 供 給 を 受 け た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210
で は 正 常 な 検 査 が 遂 行 さ れ な い 。 例 え ば 、 第 1及 び 第 2配 線 グ ル ー プ 260、 270に 供 給 さ れ る
走 査 制 御 信 号 に 遅 延 が 発 生 し た 場 合 、 走 査 駆 動 部 220が 誤 作 動 を 起 こ す こ と が あ り 得 る 。
こ れ に よ っ て 、 走 査 駆 動 部 220の 消 費 電 力 が 急 激 に 増 加 し て 信 号 遅 延 が ひ ど く な る な ど の
問 題 が 発 生 す る 。 し た が っ て 、 走 査 駆 動 部 220が 誤 作 動 し た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210と 信
号 線 を 共 有 し た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210で も 信 頼 性 の あ る 検 査 を 遂 行 す る こ と が で き な
く な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ こ で 、 第 1及 び 第 2配 線 グ ル ー プ 260、 270に 電 源 及 び /ま た は 信 号 を 供 給 す る 時 に は 一
般 的 に 両 方 か ら す べ て 供 給 す る の で 、 電 源 及 び 信 号 の 遅 延 に よ っ て 誤 作 動 す る 有 機 電 界 発
光 表 示 装 置 210は 、 一 般 的 に 中 央 部 分 に 位 置 さ れ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の よ う に 電 源 及 び /ま た は 信 号 の 遅 延 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210の 誤 作 動 が 発 生
し た 場 合 も や は り 電 源 線 ま た は 信 号 線 を 共 有 し た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210の 検 査 に 影 響
を 及 ぼ す の で 、 隣 接 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210で も 信 頼 性 の あ る 検 査 結 果 を 得 る こ と が で
き な く な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 こ れ を 防 止 す る た め に 個 々 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210の 駆 動 条 件 を 互 い に 異 な
る よ う に 設 定 す る 場 合 、 元 板 単 位 の 検 査 は 遂 行 す る こ と が で き る も の の 実 際 量 産 に 適 用 し
に く い と い う 問 題 点 が あ る 。 し た が っ て 、 内 部 欠 陥 ま た は 電 源 及 び /ま た は 信 号 の 遅 延 に
よ っ て 誤 作 動 す る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210を オ フ さ せ て 残 り の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210
の み で 検 査 を 遂 行 す れ ば 、 正 常 に 元 板 単 位 の 検 査 を 遂 行 す る こ と が で き る よ う に な る の で
、 検 査 の 信 頼 性 及 び 効 率 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 し か し 、 第 1実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の マ ザ ー 基 板 200に よ れ ば 、 互 い に 異
な る 方 向 に 形 成 さ れ た 電 源 線 を 利 用 し て 特 定 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210で の 検 査 は 遂 行 す
る こ と が で き る が 、 誤 作 動 す る 特 定 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210の み を オ フ さ せ て 検 査 を 遂
行 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 し た が っ て 、 マ ザ ー 基 板 200上 に 形 成 さ れ た そ れ ぞ れ の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 210が 独 立
的 に オ ン /オ フ さ れ る よ う に 制 御 さ れ る 方 案 が 要 求 さ れ る 。 本 発 明 は 第 2実 施 形 態 を 提 供 し
て こ れ に 対 す る 解 決 方 案 を 提 示 し 、 こ れ に 対 す る 詳 細 な 説 明 は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 2実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の マ ザ ー 基 板 を 示 す 図 面 で
あ る 。 そ し て 、 図 ４ は 図 ３ に 示 さ れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 2実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の マ ザ
ー 基 板 300は 、 マ ト リ ッ ク ス 形 態 に 配 列 さ れ た 複 数 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310と 、 有 機 電
界 発 光 表 示 装 置 310の 外 郭 ダ ミ ー 領 域 に 形 成 さ れ た 第 1及 び 第 2配 線 グ ル ー プ 360、 370と 、
前 記 第 1及 び 第 2配 線 グ ル ー プ 360、 370に 含 ま れ た 所 定 の 配 線 及 び 走 査 駆 動 部 320の 間 に 接
続 さ れ る オ ン /オ フ 制 御 部 380を 具 備 す る 。 そ れ ぞ れ の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310は 、 走 査
駆 動 部 320、 検 査 部 330、 デ ー タ 分 配 部 340及 び 画 素 部 350を 含 む 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 走 査 駆 動 部 320は 、 第 1配 線 グ ル ー プ 360に 含 ま れ た 第 6配 線 366か ら 第 3電 源 VDDの 供 給 を
受 け て 、 第 2配 線 グ ル ー プ 370に 含 ま れ た 第 12配 線 372及 び 第 14配 線 374か ら そ れ ぞ れ 走 査 制
御 信 号 及 び 第 4電 源 VSSの 供 給 を 受 け る 。 ま た 、 走 査 駆 動 部 320は 、 オ ン /オ フ 制 御 部 380か
ら 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLK、 SFTCLKBの 供 給 を 受 け る 。
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【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の よ う な 走 査 駆 動 部 320は 、 第 3及 び 第 4電 源 VDD、 VSS、 走 査 制 御 信 号 、 第 1及 び 第 2シ
フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLK、 SFTCLKBに 対 応 し て 走 査 信 号 及 び 発 光 制 御 信 号 を 生 成 す る 。 走
査 駆 動 部 320か ら 生 成 さ れ た 走 査 信 号 及 び 発 光 制 御 信 号 は 、 走 査 線 S1な い し Sn及 び 発 光 制
御 線 EM1な い し EMnを 通 じ て 画 素 部 350に 供 給 さ れ る 。 こ こ で 、 走 査 駆 動 部 320は オ ン /オ フ
制 御 部 380か ら 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310を オ フ さ せ る よ う に す る 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ
ク 信 号 SFTCLK、 SFTCLKBの 供 給 を 受 け た 場 合 、 こ れ に 対 応 す る 走 査 信 号 及 び 発 光 制 御 信 号
を 生 成 し て 画 素 部 350に 供 給 す る こ と で 、 画 素 部 350が タ ー ン オ フ さ れ る よ う に 制 御 す る 。
こ れ に 対 す る 詳 細 な 説 明 は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 検 査 部 330は 、 第 1配 線 グ ル ー プ 360に 含 ま れ た 第 1配 線 361と デ ー タ 分 配 部 340の 間 に 接 続
さ れ る 複 数 の ト ラ ン ジ ス タ M1な い し Mnを 含 む 。 こ こ で 、 ト ラ ン ジ ス タ M1な い し Mnそ れ ぞ れ
の ゲ ー ト 電 極 は 、 第 1配 線 グ ル ー プ 360に 含 ま れ た 第 2配 線 362と 共 通 に 接 続 さ れ る 。 こ の よ
う な 検 査 部 330は 、 第 2配 線 362か ら 供 給 さ れ る 検 査 制 御 信 号 に 対 応 し て 第 1配 線 361か ら 供
給 さ れ る 検 査 信 号 を デ ー タ 分 配 部 340に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 検 査 信 号 は 、 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310の 不 良 有 無 を 判 断 す る た め の 信 号 で あ り 、 例 え
ば 画 素 部 350に 含 ま れ た 画 素 の 点 灯 検 査 信 号 及 び 漏 洩 電 流 検 査 信 号 な ど に な る 。 一 方 、 検
査 部 330は 、 マ ザ ー 基 板 300上 で 遂 行 さ れ る 元 板 単 位 の 検 査 が 完 了 し て そ れ ぞ れ の 有 機 電 界
発 光 表 示 装 置 310が ス ク ラ イ ビ ン グ さ れ た 以 後 に は タ ー ン オ フ 状 態 を 維 持 す る よ う に 設 定
さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 す な わ ち 、 検 査 部 330は 元 板 単 位 の 検 査 が 完 了 す れ ば 、 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310の 駆 動
に 影 響 を 与 え な い よ う に タ ー ン オ フ 状 態 を 維 持 す る ト ラ ン ジ ス タ グ ル ー プ と し て 残 る よ う
に な る 。 こ の た め に 、 ス ク ラ イ ビ ン グ 以 後 、 検 査 部 330に 具 備 さ れ た ト ラ ン ジ ス タ M1な い
し Mnは 、 タ ー ン オ フ 状 態 を 維 持 す る よ う に 制 御 す る 制 御 信 号 の 供 給 を 受 け る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 デ ー タ 分 配 部 340は 、 第 2配 線 グ ル ー プ 370に 含 ま れ た 第 13配 線 373か ら 少 な く と も 二 つ の
選 択 信 号 の 供 給 を 受 け る 。 こ こ で 、 図 ３ 及 び 図 ４ で は 第 13配 線 373を 一 つ の 配 線 に 示 し た
が 、 実 際 に 第 13配 線 373は 選 択 信 号 の 数 に 対 応 し て 少 な く と も 二 つ で 多 様 に 設 定 さ れ う る
。 例 え ば 、 デ ー タ 分 配 部 340は 第 13配 線 373か ら 赤 色 、 緑 色 及 び 青 色 サ ブ ピ ク セ ル の ク ロ ッ
ク 信 号 CLR、 CLG、 CLBの 供 給 を 受 け る こ と が で き 、 こ の 場 合 第 13配 線 373は 三 つ の 配 線 で 形
成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 こ の よ う な デ ー タ 分 配 部 340は 元 板 単 位 検 査 の 時 、 選 択 信 号 に 対 応 し て 検 査 部 330そ れ ぞ
れ の 出 力 線 O1な い し Omか ら 供 給 さ れ る 検 査 信 号 を 少 な く と も 二 つ の デ ー タ 線 D1な い し D3m
に 供 給 す る 。 一 方 、 そ れ ぞ れ の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310ら が ス ク ラ イ ビ ン グ さ れ た 以 後
、 デ ー タ 分 配 部 340は 外 部 か ら 供 給 さ れ る 少 な く と も 二 つ の 選 択 信 号 に 対 応 し て 示 さ れ て
い な い デ ー タ 駆 動 部 そ れ ぞ れ の 出 力 線 に 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 を 少 な く と も 二 つ の デ ー タ
線 Dに 供 給 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 画 素 部 350は 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド を 具 備 し た 複 数 の 画 素 (図 示 せ ず )で な る 。 こ の よ う
な 画 素 部 350は 第 1配 線 グ ル ー プ 360に 含 ま れ た 第 3配 線 363及 び 第 5配 線 365か ら そ れ ぞ れ 第 2
電 源 ELVSS及 び 初 期 化 電 源 Vinitの 供 給 を 受 け て 、 第 2配 線 グ ル ー プ 370に 含 ま れ た 第 15配 線
375か ら 第 1電 源 ELVDDの 供 給 を 受 け る 。 ま た 、 画 素 部 350は 走 査 駆 動 部 320か ら 走 査 信 号 及
び 発 光 制 御 信 号 の 供 給 を 受 け て 、 デ ー タ 分 配 部 340か ら 検 査 信 号 (あ る い は 、 デ ー タ 信 号 )
の 供 給 を 受 け る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 第 1及 び 第 2電 源 ELVDD、 ELVSS、 初 期 化 電 源 Vinit、 走 査 信 号 、 発 光 制 御 信 号 及 び 検 査 信
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号 (あ る い は 、 デ ー タ 信 号 )の 供 給 を 受 け た 画 素 部 350は 、 こ れ に 対 応 し て 所 定 の 映 像 を 表
示 す る 。 例 え ば 、 元 板 単 位 の 検 査 の 時 検 査 信 号 の 供 給 を 受 け た 画 素 部 350は 所 定 の 検 査 の
た め の 映 像 を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 一 方 、 示 さ れ な か っ た が 、 そ れ ぞ れ の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310は 、 デ ー タ 駆 動 部 を さ
ら に 含 む こ と が で き る 。 こ こ で 、 デ ー タ 駆 動 部 は そ れ ぞ れ の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310が
マ ザ ー 基 板 300か ら ス ク ラ イ ビ ン グ さ れ た 以 後 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る デ ー タ に 対 応 し て デ
ー タ 信 号 を 生 成 し て 、 こ れ を デ ー タ 分 配 部 340に 供 給 す る 。 一 例 と し て 、 デ ー タ 駆 動 部 は
検 査 部 330と 重 畳 さ れ る よ う に 実 装 さ れ う る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 オ ン /オ フ 制 御 部 380は 、 第 1配 線 グ ル ー プ 360に 含 ま れ る 第 4配 線 364、 第 6配 線 366及 び 第
7配 線 367か ら そ れ ぞ れ 垂 直 制 御 信 号 、 第 3電 源 VDD及 び 第 1ク ロ ッ ク 信 号 CLK1の 供 給 を 受 け
て 、 第 2配 線 グ ル ー プ 370に 含 ま れ る 第 11配 線 371及 び 第 14配 線 374か ら そ れ ぞ れ 水 平 制 御 信
号 及 び 第 4電 源 VSSの 供 給 を 受 け る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 こ の よ う な オ ン /オ フ 制 御 部 380は 、 垂 直 制 御 信 号 、 水 平 制 御 信 号 及 び 第 1ク ロ ッ ク 信 号 C
LK1に 対 応 し て 第 3ま た は 第 4電 源 VDD、 VSSの 電 圧 値 を 持 つ 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 S
FTCLK、 SFTCLKBを 生 成 し て 、 こ れ を 走 査 駆 動 部 320に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ こ で 、 オ ン /オ フ 制 御 部 380は 元 板 検 査 の 時 誤 作 動 す る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310を 選
択 的 に タ ー ン オ フ さ せ る た め の 場 合 、 誤 作 動 す る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310に 接 続 さ れ た
第 4配 線 364及 び 第 11配 線 371か ら 所 定 の 垂 直 制 御 信 号 及 び 水 平 制 御 信 号 の 供 給 を 受 け る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 す る と 、 オ ン /オ フ 制 御 部 380は 自 分 に 入 力 さ れ る 第 1ク ロ ッ ク 信 号 CLK1に か か わ ら ず 画
素 部 350が タ ー ン オ フ さ れ る よ う に 制 御 す る 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLK、 SFTCL
KBを 生 成 し て 走 査 駆 動 部 320に 供 給 し 、 走 査 駆 動 部 320は こ れ に 対 応 し て 画 素 部 350を タ ー
ン オ フ さ せ る 走 査 信 号 及 び 発 光 制 御 信 号 を 生 成 す る 。 そ し て 、 そ れ 以 外 の 場 合 に オ ン /オ
フ 制 御 部 380は 自 分 に 入 力 さ れ る 第 1ク ロ ッ ク 信 号 CLK1と 同 期 さ れ る よ う に 第 1及 び 第 2シ フ
ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLK、 SFTCLKBを 生 成 し て 走 査 駆 動 部 320に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 す る と 、 走 査 駆 動 部 320は 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLK、 SFTCLKBに 対 応 し て 走
査 信 号 及 び 発 光 制 御 信 号 を 生 成 す る こ と で 画 素 部 350が タ ー ン オ ン さ れ る よ う に 制 御 す る
。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 第 1配 線 グ ル ー プ 360は 、 垂 直 方 向 (第 1方 向 )に 形 成 さ れ て 、 マ ザ ー 基 板 300上 の 同 じ 列 に
位 置 し た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310に 共 通 に 接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 第 1配 線 グ ル ー プ 360
は 検 査 信 号 の 供 給 を 受 け る 第 1配 線 361、 検 査 制 御 信 号 の 供 給 を 受 け る 第 2配 線 362、 第 2電
源 ELVSSの 供 給 を 受 け る 第 3配 線 363、 垂 直 制 御 信 号 の 供 給 を 受 け る 第 4配 線 364、 初 期 化 電
源 Vinitの 供 給 を 受 け る 第 5配 線 365、 第 3電 源 VDDの 供 給 を 受 け る 第 6配 線 366及 び 第 1ク ロ ッ
ク 信 号 CLK1の 供 給 を 受 け る 第 7配 線 367を 含 む 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 第 1配 線 361は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 に 供 給 さ れ る 検 査 信 号 を 自 分 に 接 続 さ れ た 有 機 電 界 発
光 表 示 装 置 310に 形 成 さ れ た 検 査 部 330に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 第 2配 線 362は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 に 供 給 さ れ る 検 査 制 御 信 号 を 自 分 に 接 続 さ れ た 有 機 電
界 発 光 表 示 装 置 310に 形 成 さ れ た 検 査 部 330に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 第 3配 線 363は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 に 供 給 さ れ る 第 2電 源 ELVSSを 自 分 に 接 続 さ れ た 有 機 電
界 発 光 表 示 装 置 310に 形 成 さ れ た 画 素 部 350に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
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　 第 4配 線 364は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 に 供 給 さ れ る 垂 直 制 御 信 号 を 自 分 に 接 続 さ れ た オ ン /
オ フ 制 御 部 380に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 第 5配 線 365は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 に 供 給 さ れ る 初 期 化 電 源 Vinitを 自 分 に 接 続 さ れ た 有
機 電 界 発 光 表 示 装 置 310に 形 成 さ れ た 画 素 部 350に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 第 6配 線 366は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 に 供 給 さ れ る 第 3電 源 VDDを 自 分 に 接 続 さ れ た 有 機 電 界
発 光 表 示 装 置 310に 形 成 さ れ た 走 査 駆 動 部 320及 び オ ン /オ フ 制 御 部 380に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 第 7配 線 367は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 に 供 給 さ れ る 第 1ク ロ ッ ク 信 号 CLK1を 自 分 に 接 続 さ れ
た オ ン /オ フ 制 御 部 380に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 第 2配 線 グ ル ー プ 370は 、 水 平 方 向 (第 2方 向 )に 形 成 さ れ て 、 マ ザ ー 基 板 300上 の 同 じ 行 に
位 置 し た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310に 共 通 に 接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 第 2配 線 グ ル ー プ 370
は 水 平 制 御 信 号 の 供 給 を 受 け る 第 11配 線 371、 走 査 制 御 信 号 の 供 給 を 受 け る 第 12配 線 372、
少 な く と も 二 つ の 選 択 信 号 の 供 給 を 受 け る 第 13配 線 373、 第 4電 源 VSSの 供 給 を 受 け る 第 14
配 線 374及 び 第 1電 源 ELVDDの 供 給 を 受 け る 第 15配 線 375を 含 む 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 第 11配 線 371は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 に 供 給 さ れ る 水 平 制 御 信 号 を 自 分 に 接 続 さ れ た オ ン /
オ フ 制 御 部 380に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 第 12配 線 372は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 に 供 給 さ れ る 走 査 制 御 信 号 を 自 分 に 接 続 さ れ た 有 機
電 界 発 光 表 示 装 置 310に 形 成 さ れ た 走 査 駆 動 部 320に 供 給 す る 。 走 査 制 御 信 号 に は 走 査 ク ロ
ッ ク 信 号 SCLK、 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 及 び ス タ ー ト パ ル ス な ど が 含 ま れ る こ と が で き る 。 実
際 に 、 走 査 駆 動 部 320に 供 給 さ れ る 走 査 制 御 信 号 の 数 は 、 走 査 駆 動 部 320の 回 路 構 成 に よ っ
て 多 様 に 設 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 図 ３ 及 び 図 ４ に お い て 第 12配 線 372は 一 つ の 配 線 に 示
さ れ た が 、 実 際 に 第 12配 線 372の 数 は 少 な く と も 一 つ で 多 様 に 設 定 さ れ う る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 第 13配 線 373は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 に 供 給 さ れ る 少 な く と も 二 つ の 選 択 信 号 を 自 分 に 接
続 さ れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310に 形 成 さ れ た デ ー タ 分 配 部 340に 供 給 す る 。 こ こ で 、 選
択 信 号 の 数 は 画 素 部 350に 含 ま れ る サ ブ ピ ク セ ル の 数 に よ っ て 多 様 に 設 定 さ れ う る 。 し た
が っ て 、 図 ３ 及 び 図 ４ に お い て 第 13配 線 373は 一 つ の 配 線 に 示 さ れ た が 、 実 際 に 第 13配 線 3
73の 数 は 選 択 信 号 の 数 に よ っ て 多 様 に 設 定 さ れ う る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 第 14配 線 374は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 に 供 給 さ れ る 第 4電 源 VSSを 自 分 に 接 続 さ れ た 有 機 電
界 発 光 表 示 装 置 310に 形 成 さ れ た 走 査 駆 動 部 320及 び オ ン /オ フ 制 御 部 380に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 第 15配 線 375は 、 元 板 単 位 検 査 の 時 に 供 給 さ れ る 第 1電 源 ELVDDを 自 分 に 接 続 さ れ た 有 機
電 界 発 光 表 示 装 置 310に 形 成 さ れ た 画 素 部 350に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 こ の よ う な マ ザ ー 基 板 300上 に 形 成 さ れ た そ れ ぞ れ の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310は 、 元 板
単 位 の 検 査 が 完 了 す れ ば 、 個 々 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310に ス ク ラ イ ビ ン グ さ れ る 。 こ
こ で 、 外 部 か ら 流 入 さ れ る 静 電 気 の よ う な ノ イ ズ が 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310の 作 動 に 影
響 を 及 ぼ す こ と を 防 止 す る た め に 、 ス ク ラ イ ビ ン グ ラ イ ン 390は 第 1配 線 グ ル ー プ 360、 第 2
配 線 グ ル ー プ 370及 び オ ン /オ フ 制 御 部 380と 走 査 駆 動 部 320、 検 査 部 330、 デ ー タ 分 配 部 340
及 び 画 素 部 350が ス ク ラ イ ビ ン グ 以 後 電 気 的 に 隔 離 さ れ る よ う に 位 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 す な わ ち 、 第 1配 線 グ ル ー プ 360、 第 2配 線 グ ル ー プ 370及 び オ ン /オ フ 制 御 部 380と 走 査 駆
動 部 320、 検 査 部 330、 デ ー タ 駆 動 部 340及 び 画 素 部 350の 電 気 的 接 続 点 は 、 有 機 電 界 発 光 表
示 装 置 310の ス ク ラ イ ビ ン グ ラ イ ン 390外 郭 に 位 置 さ れ る 。
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【 ０ ０ ９ ８ 】
　 一 方 、 説 明 の 便 宜 の た め に 本 実 施 形 態 で は 第 1な い し 第 7配 線 361な い し 367と 第 11な い し
第 15配 線 371な い し 375が 第 1及 び 第 2配 線 グ ル ー プ 360、 370の 中 で 所 定 の い ず れ か 一 つ の 配
線 グ ル ー プ に 含 ま れ る よ う に 設 定 し た が 、 本 発 明 が こ れ に 限 定 さ れ る の で は な い 。 例 え ば
、 第 1電 源 ELVDDを 供 給 す る 第 15配 線 375は 、 第 1及 び 第 2配 線 グ ル ー プ 360、 370す べ て に 含
ま れ る よ う に 設 定 さ れ る こ と も で き 、 こ れ ら の う ち い ず れ か 一 つ の み に 含 ま れ る よ う に 設
定 さ れ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 以 下 で は 上 記 第 2実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の マ ザ ー 基 板 300で 元 板 単 位 の 検
査 が 遂 行 さ れ る 方 法 を 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 図 ５ を 参 照 す れ ば 、 ま ず 、 オ ン /オ フ 制 御 部 380で 垂 直 及 び 水 平 制 御 信 号 VC、 HC、 第 1ク
ロ ッ ク 信 号 CLK1、 第 3及 び 第 4電 源 VDD、 VSSが 供 給 さ れ れ ば 、 オ ン /オ フ 制 御 部 380は 第 1及
び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLK、 SFTCLKBを 生 成 し て 、 こ れ を 走 査 駆 動 部 320に 供 給 す る
。 こ こ で 、 オ ン /オ フ 制 御 部 380は 自 分 に 接 続 さ れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310で 所 定 の 検
査 が 遂 行 さ れ る よ う に 制 御 す る 場 合 、 第 1ク ロ ッ ク 信 号 CLK1と 同 期 さ れ る 第 1シ フ ト ク ロ ッ
ク 信 号 SFTCLKと 、 第 1シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLKと 相 反 し た 波 形 を 持 つ 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク
信 号 SFTCLKBを 出 力 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLK、 SFTCLKBの 供 給 を 受 け た 走 査 駆 動 部 320は 、 第 1
及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLK、 SFTCLKBと 、 外 部 か ら 供 給 を 受 け た 第 3電 源 VDD、 第 4
電 源 VSS及 び 走 査 制 御 信 号 SCSを 利 用 し て 走 査 信 号 SS及 び 発 光 制 御 信 号 EMIを 生 成 し て 、 こ
れ を 画 素 部 350に 供 給 す る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 一 方 、 検 査 部 330は 、 外 部 か ら 検 査 制 御 信 号 TG及 び 検 査 信 号 TDの 供 給 を 受 け る 。 こ の よ
う な 検 査 部 330は 、 検 査 制 御 信 号 TGに 対 応 し て 検 査 信 号 TDを デ ー タ 分 配 部 340に 供 給 す る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 検 査 信 号 TDの 供 給 を 受 け た デ ー タ 分 配 部 340は 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る 選 択 信 号 、 例 え ば
、 赤 色 ク ロ ッ ク 信 号 CLR、 緑 色 ク ロ ッ ク 信 号 CLG及 び 青 色 ク ロ ッ ク 信 号 CLBに 対 応 し て 検 査
信 号 TDを 画 素 部 350に 含 ま れ た サ ブ ピ ク セ ル に 供 給 す る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 す る と 、 走 査 信 号 SS、 発 光 制 御 信 号 EMI及 び 検 査 信 号 TDの 供 給 を 受 け た 画 素 部 350は 、 こ
れ に 対 応 す る 所 定 の 映 像 を 表 示 す る 。 こ の た め に 、 画 素 部 350は 外 部 か ら 第 1電 源 ELVDD、
第 2電 源 ELVSS及 び 初 期 化 電 源 Vinitを さ ら に 供 給 し て も ら う 。 こ の 時 、 検 査 信 号 と し て 点
灯 検 査 信 号 が 印 加 さ れ た 場 合 、 画 素 は 点 灯 検 査 信 号 に 対 応 し て 発 光 す る よ う に な る 。 こ こ
で 、 画 素 の 中 で 一 部 画 素 が 所 望 の 形 態 で 発 光 し な い こ と も あ る 。 こ れ に よ っ て 、 不 良 画 素
の 要 否 を 判 別 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 ま た 、 画 素 に 同 じ 点 灯 検 査 信 号 が 供 給 さ れ る の で 、 画 素 の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を 測 定 す る
こ と が で き 、 進 行 性 不 良 も 感 知 す る こ と が で き る 。 ま た 、 検 査 信 号 と し て 、 漏 洩 電 流 検 査
の た め の 信 号 が 印 加 さ れ る 場 合 、 選 択 さ れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310で は 漏 洩 電 流 検 査
が 遂 行 さ れ る よ う に な っ て 、 そ れ 以 外 に も 検 査 信 号 の 種 類 に よ っ て 多 様 な 検 査 を 遂 行 す る
こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 一 方 、 複 数 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310に 対 す る 元 板 検 査 の 時 、 内 部 欠 陥 が 発 生 さ れ た
り 入 力 信 号 の 遅 延 な ど に よ っ て 誤 作 動 す る 特 定 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310を オ フ さ せ よ う
と す る 場 合 、 オ ン /オ フ 制 御 部 380は 自 分 に 接 続 さ れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310を タ ー ン
オ フ さ せ る た め の 所 定 の 垂 直 制 御 信 号 VC及 び 水 平 制 御 信 号 HCの 供 給 を 受 け る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 す る と 、 オ ン /オ フ 制 御 部 380は 第 1ク ロ ッ ク 信 号 CLK1に か か わ ら ず 有 機 電 界 発 光 表 示 装
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置 310を タ ー ン オ フ さ せ る よ う に 制 御 す る 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLK、 SFTCLKB
を 生 成 し て 、 こ れ を 自 分 に 接 続 さ れ た 走 査 駆 動 部 320に 供 給 す る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 す る と 、 走 査 駆 動 部 320は 画 素 部 350が タ ー ン オ フ さ れ る よ う に 制 御 す る 走 査 信 号 SS及 び
発 光 制 御 信 号 EMIを 生 成 し て こ れ を 画 素 部 350に 供 給 し て 、 こ れ に よ っ て 画 素 部 350は 論 理
的 に タ ー ン オ フ 状 態 を 維 持 す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 上 記 第 2実 施 形 態 に よ れ ば 、 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の マ ザ ー 基 板 300上 で 元 板 単 位 の 検 査
を 遂 行 す る 場 合 、 垂 直 及 び 水 平 制 御 信 号 VC、 HCに よ っ て オ ン /オ フ 制 御 部 380を 制 御 す る こ
と で 、 特 定 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310の み を 選 択 的 に タ ー ン オ フ さ せ る こ と が 可 能 に な る
。 こ こ で 、 垂 直 及 び 水 平 制 御 信 号 VC、 HCを 供 給 す る 第 4配 線 364及 び 第 11配 線 371が お 互 い
に 異 な る 方 向 に 形 成 さ れ る た め 、 第 4配 線 364及 び 第 11配 線 371に 接 続 さ れ た 少 な く と も 一
つ の 特 定 オ ン /オ フ 制 御 部 380の み 独 立 的 に 制 御 す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て マ ザ ー 基 板
300上 に 形 成 さ れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310の オ ン /オ フ を 独 立 的 に 制 御 す る こ と が で き
る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 し た が っ て 、 元 板 検 査 の 時 、 誤 作 動 す る 特 定 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310を 選 択 的 に オ ン /
オ フ さ せ る こ と で 、 誤 作 動 す る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310が 電 源 線 及 び 信 号 線 を 共 有 す る
他 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310に 影 響 を 及 ぼ す こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ
て 、 マ ザ ー 基 板 300上 に 形 成 さ れ た 複 数 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310に 対 す る 元 板 単 位 の 検
査 の 時 、 検 査 の 信 頼 性 及 び 効 率 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 ま た 、 第 2実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の マ ザ ー 基 板 300も お 互 い に 異 な る 方 向
に 形 成 さ れ る 第 1及 び 第 2配 線 グ ル ー プ 360、 370を 具 備 す る こ と で 、 少 な く と も 一 つ の 特 定
有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310に 接 続 さ れ た 第 1及 び 第 2配 線 グ ル ー プ 360、 370の み に 電 源 及 び
信 号 を 供 給 す る こ と で 、 マ ザ ー 基 板 300に 形 成 さ れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310の 中 で 特 定
有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310の み で 検 査 を 遂 行 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 例 え ば 、 所 定 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310に 形 成 さ れ た 走 査 駆 動 部 320に 接 続 さ れ る 第 6
配 線 366、 第 12配 線 372及 び 第 14配 線 374に 第 3電 源 VDD、 走 査 制 御 信 号 及 び 第 4電 源 VSSを 供
給 す る 場 合 、 電 源 ま た は 信 号 の 供 給 を 受 け る 第 6配 線 366と 、 第 12配 線 372及 び 第 14配 線 374
が 交 差 さ れ る 地 点 に 位 置 さ れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310の み で 所 定 の 検 査 を 遂 行 す る こ
と が で き る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 ま た 、 お 互 い に 異 な る 方 向 に 形 成 さ れ た 第 3配 線 363及 び 第 15配 線 375を 通 じ て 供 給 さ れ
る 第 1及 び 第 2電 源 ELVDD、 ELVSSの 供 給 要 否 を 制 御 し て 所 定 の 第 3配 線 363及 び 第 15配 線 375
が 交 差 さ れ る 地 点 に 位 置 さ れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310の み で 所 定 の 検 査 を 遂 行 す る こ
と も で き る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 図 ６ は 、 図 ３ な い し 図 ５ に 示 さ れ た オ ン /オ フ 制 御 部 の 一 例 を 示 す 図 面 で あ る 。 そ し て
、 図 ７ は 図 ６ に 示 さ れ た 制 御 信 号 生 成 部 の 一 例 を 示 す 図 面 で 、 図 ８ は 図 ６ に 示 さ れ た シ フ
ト ク ロ ッ ク 信 号 生 成 部 の 一 例 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 図 ６ な い し 図 ８ を 参 照 す れ ば 、 オ ン /オ フ 制 御 部 380は 制 御 信 号 生 成 部 381と 、 制 御 信 号
生 成 部 381の 出 力 端 に 接 続 さ れ た シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 生 成 部 382を 含 む 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 制 御 信 号 生 成 部 381は 、 第 4配 線 364及 び 第 11配 線 371か ら 垂 直 制 御 信 号 VC及 び 水 平 制 御 信
号 HCの 供 給 を 受 け て 、 こ れ に 対 応 し て 第 1及 び 第 2シ フ ト 制 御 信 号 SCTL、 SCTLBを 生 成 す る
。 こ の た め に 、 制 御 信 号 生 成 部 381は 図 ７ に 示 さ れ た よ う に 第 1な い し 第 6ト ラ ン ジ ス タ T1
な い し T6を 具 備 す る 。
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【 ０ １ １ ７ 】
　 第 1及 び 第 2ト ラ ン ジ ス タ T1、 T2は 、 第 3電 源 VDDと 、 第 3電 源 VDDよ り 低 い 電 圧 値 を 持 つ 第
4電 源 VSSの 間 に 直 列 接 続 さ れ て 、 P-タ イ プ ト ラ ン ジ ス タ に 設 定 さ れ る 。 こ の 時 、 第 1ト ラ
ン ジ ス タ T1の ゲ ー ト 電 極 は 、 第 11配 線 371か ら 水 平 制 御 信 号 HCの 供 給 を 受 け て 、 第 2ト ラ ン
ジ ス タ T2の ゲ ー ト 電 極 は 、 第 4配 線 364か ら 垂 直 制 御 信 号 VCの 供 給 を 受 け る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 第 3及 び 第 4ト ラ ン ジ ス タ T3、 T4は 、 第 2ト ラ ン ジ ス タ T2と 第 4電 源 VSSの 間 に 並 列 接 続 さ
れ て 、 N-タ イ プ ト ラ ン ジ ス タ に 設 定 さ れ る 。 こ の 時 、 第 3ト ラ ン ジ ス タ T3の ゲ ー ト 電 極 は
、 第 4配 線 364か ら 垂 直 制 御 信 号 VCの 供 給 を 受 け て 、 第 4ト ラ ン ジ ス タ T4の ゲ ー ト 電 極 は 、
第 11配 線 371か ら 水 平 制 御 信 号 HCの 供 給 を 受 け る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 第 5ト ラ ン ジ ス タ T5及 び 第 6ト ラ ン ジ ス タ T6は 、 第 3電 源 VDDと 第 4電 源 VSSの 間 に 直 列 接 続
さ れ る 。 こ の 時 、 第 5ト ラ ン ジ ス タ T5と 第 6ト ラ ン ジ ス タ T6は お 互 い に 異 な る タ イ プ の ト ラ
ン ジ ス タ に 設 定 さ れ る 。 例 え ば 、 第 5ト ラ ン ジ ス タ T5は 、 P-タ イ プ ト ラ ン ジ ス タ に 設 定 さ
れ て 、 第 6ト ラ ン ジ ス タ T6は 、 N-タ イ プ ト ラ ン ジ ス タ に 設 定 さ れ る 。 こ の よ う な 第 5ト ラ ン
ジ ス タ T5及 び 第 6ト ラ ン ジ ス タ T6の ゲ ー ト 電 極 は 、 第 2、 第 3及 び 第 4ト ラ ン ジ ス タ T2、 T3、
T4が 接 続 さ れ る 第 1ノ ー ド N1に 共 通 に 接 続 さ れ て 、 第 1ノ ー ド N1に 供 給 さ れ る 信 号 を 反 転 す
る イ ン バ ー タ に よ っ て 作 動 す る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 こ の よ う な 制 御 信 号 生 成 部 381は 、 垂 直 制 御 信 号 VC及 び 水 平 制 御 信 号 HCす べ て が ロ ー レ
ベ ル の 場 合 の み に 第 1ノ ー ド N1に 出 力 さ れ る ハ イ レ ベ ル の 第 3電 源 VDDを 第 1シ フ ト 制 御 信 号
SCTLに 出 力 す る 。 そ し て 、 ハ イ レ ベ ル の 第 3電 源 VDDを イ ン バ ー テ ィ ン グ し て ロ ー レ ベ ル の
第 2シ フ ト 制 御 信 号 SCTLを 出 力 す る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 一 方 、 制 御 信 号 生 成 部 381は 、 上 記 以 外 の 場 合 、 例 え ば 垂 直 制 御 信 号 VC及 び 水 平 制 御 信
号 HCす べ て が ハ イ レ ベ ル の 場 合 、 第 1ノ ー ド N1に 出 力 さ れ る ロ ー レ ベ ル の 第 4電 源 VSSを 第 1
シ フ ト 制 御 信 号 SCTLに 出 力 し て 、 こ れ と 相 反 す る ハ イ レ ベ ル の 第 2シ フ ト 制 御 信 号 SCTLBを
出 力 す る 。 す な わ ち 、 制 御 信 号 生 成 部 381は NORゲ ー ト に よ っ て 動 作 す る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 生 成 部 382は 、 第 7配 線 367か ら 第 1ク ロ ッ ク 信 号 CLK1の 供 給 を 受 け て
、 制 御 信 号 生 成 部 381か ら 第 1及 び 第 2シ フ ト 制 御 信 号 SCTL、 SCTLBの 供 給 を 受 け る 。 こ の よ
う な シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 生 成 部 382は 、 第 1ク ロ ッ ク 信 号 CLK1と 第 1及 び 第 2シ フ ト 制 御 信 号
SCTL、 SCTLBに 対 応 し て 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLK、 SFTCLKBを 生 成 す る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 こ の た め に 、 シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 生 成 部 382は 、 図 ８ に 示 さ れ た よ う に 相 反 す る タ イ プ
の 二 つ の ト ラ ン ジ ス タ が 直 列 接 続 さ れ た 複 数 の イ ン バ ー タ IN1な い し IN6と 、 所 定 の イ ン バ
ー タ INに 含 ま れ る P-タ イ プ ト ラ ン ジ ス タ と 第 3電 源 VDDの 間 に 接 続 さ れ る 第 1制 御 ト ラ ン ジ
ス タ Tc1と 、 所 定 の イ ン バ ー タ INに 含 ま れ る N-タ イ プ ト ラ ン ジ ス タ と 第 4電 源 VSSの 間 に 接
続 さ れ る 第 2制 御 ト ラ ン ジ ス タ Tc2と 、 所 定 イ ン バ ー タ INの 入 力 端 子 と 第 4電 源 VSSの 間 に 接
続 さ れ る 第 3制 御 ト ラ ン ジ ス タ Tc3を 含 む 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 第 1な い し 第 6イ ン バ ー タ IN1な い し IN6は 、 第 3電 源 VDDと 第 4電 源 VSSの 間 に 直 列 接 続 さ れ
る 相 反 し た タ イ プ の 二 つ の ト ラ ン ジ ス タ を 具 備 す る 。 こ こ で 、 第 1イ ン バ ー タ IN1の 入 力 端
子 は 、 第 7配 線 367に 接 続 さ れ て 第 7配 線 367か ら 第 1ク ロ ッ ク 信 号 CLK1の 供 給 を 受 け て こ れ
を イ ン バ ー テ ィ ン グ す る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 第 2イ ン バ ー タ IN2の 入 力 端 子 は 第 1イ ン バ ー タ IN1の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ て 第 1イ ン バ ー
タ IN1か ら 供 給 さ れ た 信 号 を イ ン バ ー テ ィ ン グ す る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 第 3イ ン バ ー タ IN3の 入 力 端 子 は 第 2イ ン バ ー タ IN2の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ て 第 2イ ン バ ー
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タ IN2か ら 供 給 さ れ た 信 号 を イ ン バ ー テ ィ ン グ す る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 第 4イ ン バ ー タ IN4の 入 力 端 子 は 第 3イ ン バ ー タ IN3の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ て 第 3イ ン バ ー
タ IN3か ら 供 給 さ れ た 信 号 を イ ン バ ー テ ィ ン グ す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 第 5イ ン バ ー タ IN5の 入 力 端 子 は 第 1イ ン バ ー タ IN1の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ て 第 1イ ン バ ー
タ IN1か ら 供 給 さ れ た 信 号 を イ ン バ ー テ ィ ン グ す る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 第 6イ ン バ ー タ IN6の 入 力 端 子 は 第 5イ ン バ ー タ IN5の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ て 第 5イ ン バ ー
タ IN5か ら 供 給 さ れ た 信 号 を イ ン バ ー テ ィ ン グ す る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 第 1制 御 ト ラ ン ジ ス タ Tc1は 、 P-タ イ プ ト ラ ン ジ ス タ で 、 第 3電 源 VDDと 第 3及 び 第 5イ ン バ
ー タ IN3、 IN5の 間 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。 こ こ で 、 第 1制 御 ト ラ ン ジ ス タ Tc1の ゲ ー ト 電 極
は 、 制 御 信 号 生 成 部 381の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ て 制 御 信 号 生 成 部 381か ら 第 1シ フ ト 制 御 信
号 SCTLの 供 給 を 受 け る 。 こ の よ う な 第 1制 御 ト ラ ン ジ ス タ Tc1は 、 ロ ー レ ベ ル の 第 1シ フ ト
制 御 信 号 SCTLが 供 給 さ れ る 時 、 第 3電 源 VDDと 第 3及 び 第 5イ ン バ ー タ IN3、 IN5を 接 続 さ せ る
。
【 ０ １ ３ １ 】
　 第 2制 御 ト ラ ン ジ ス タ Tc2は 、 N-タ イ プ ト ラ ン ジ ス タ で 、 第 4電 源 VSSと 第 3及 び 第 5イ ン バ
ー タ IN3、 IN5の 間 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。 こ こ で 、 第 2制 御 ト ラ ン ジ ス タ Tc2の ゲ ー ト 電 極
は 、 制 御 信 号 生 成 部 381の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ て 制 御 信 号 生 成 部 381か ら 第 2シ フ ト 制 御 信
号 SCTLBの 供 給 を 受 け る 。 こ の よ う な 第 2制 御 ト ラ ン ジ ス タ Tc2は 、 ハ イ レ ベ ル の 第 2シ フ ト
制 御 信 号 SCTLBが 供 給 さ れ る 時 、 第 4電 源 VSSと 第 3及 び 第 5イ ン バ ー タ IN3、 IN5を 接 続 さ せ
る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 第 3制 御 ト ラ ン ジ ス タ Tc3は 、 N-タ イ プ ト ラ ン ジ ス タ で 、 第 4電 源 VSSと 第 4及 び 第 6イ ン バ
ー タ IN4、 IN6の 入 力 端 子 の 間 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。 こ こ で 、 第 3制 御 ト ラ ン ジ ス タ Tc3の
ゲ ー ト 電 極 は 、 制 御 信 号 生 成 部 381の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ て 制 御 信 号 生 成 部 381か ら 第 1シ
フ ト 制 御 信 号 SCTLの 供 給 を 受 け る 。 こ の よ う な 第 3制 御 ト ラ ン ジ ス タ Tc3は ハ イ レ ベ ル の 第
1シ フ ト 制 御 信 号 SCTLが 供 給 さ れ る 時 、 第 4電 源 VSSと 第 4及 び 第 6イ ン バ ー タ IN4、 IN6の 入
力 端 子 を 接 続 さ せ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 前 記 シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 生 成 部 382は 、 制 御 信 号 生 成 部 381か ら ハ イ レ ベ ル の 第 1シ フ ト
制 御 信 号 SCTLと ロ ー レ ベ ル の 第 2シ フ ト 制 御 信 号 SCTLBが 供 給 さ れ る 場 合 、 第 1ク ロ ッ ク 信
号 CLK1に か か わ ら ず ハ イ レ ベ ル の 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLK、 SFTCLKBを 生 成
す る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 こ れ を よ り 具 体 的 に 説 明 す れ ば 、 シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 生 成 部 382に ハ イ レ ベ ル の 第 1シ フ
ト 制 御 信 号 SCTLと ロ ー レ ベ ル の 第 2シ フ ト 制 御 信 号 SCTLBが 供 給 さ れ れ ば 、 第 1及 び 第 2制 御
ト ラ ン ジ ス タ Tc1、 Tc2が タ ー ン オ フ さ れ て 、 第 3及 び 第 5イ ン バ ー タ IN3、 IN5は 動 作 せ ず 、
第 3制 御 ト ラ ン ジ ス タ Tc3は タ ー ン オ ン さ れ て 第 4及 び 第 6イ ン バ ー タ IN4、 IN6に ロ ー レ ベ ル
の 第 4電 源 VSSが 供 給 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 す る と 、 第 4及 び 第 6イ ン バ ー タ IN4、 IN6は 、 ロ ー レ ベ ル の 第 4電 源 VSSを イ ン バ ー テ ィ ン
グ し て ハ イ レ ベ ル の 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLK、 SFTCLKBを 出 力 す る 。 す な わ
ち 、 制 御 信 号 生 成 部 381か ら ハ イ レ ベ ル の 第 1シ フ ト 制 御 信 号 SCTLと ロ ー レ ベ ル の 第 2シ フ
ト 制 御 信 号 SCTLBが 供 給 さ れ れ ば 、 シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 生 成 部 382は 第 1ク ロ ッ ク 信 号 CLK1
に か か わ ら ず ハ イ レ ベ ル の 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLK、 SFTCLKBを 出 力 す る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 こ こ で 、 シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 生 成 部 382か ら 生 成 さ れ た ハ イ レ ベ ル の 第 1及 び 第 2シ フ ト
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ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLK、 SFTCLKBは 、 走 査 駆 動 部 320に 入 力 さ れ て 走 査 駆 動 部 320が 画 素 部 350
を タ ー ン オ フ さ せ る よ う に 制 御 す る が 、 こ れ に 対 す る 詳 細 な 説 明 は 後 述 す る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 一 方 、 シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 生 成 部 382は 上 記 以 外 の 場 合 、 例 え ば ロ ー レ ベ ル の 第 1シ フ ト
制 御 信 号 SCTLと ハ イ レ ベ ル の 第 2シ フ ト 制 御 信 号 SCTLBの 供 給 を 受 け る 場 合 、 第 1ク ロ ッ ク
信 号 CLK1と 同 じ 波 形 の 第 1シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLK及 び こ れ と 相 反 し た 波 形 の 第 2シ フ ト
ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLKBを 生 成 す る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 こ れ を よ り 具 体 的 に 説 明 す れ ば 、 シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 生 成 部 382に ロ ー レ ベ ル の 第 1シ フ
ト 制 御 信 号 SCTLと ハ イ レ ベ ル の 第 2シ フ ト 制 御 信 号 SCTLBが 供 給 さ れ れ ば 、 第 1及 び 第 2制 御
ト ラ ン ジ ス タ Tc1、 Tc2が タ ー ン オ ン さ れ て 第 3及 び 第 5イ ン バ ー タ IN3、 IN5が 正 常 に 動 作 し
て 、 第 3制 御 ト ラ ン ジ ス タ Tc3が タ ー ン オ フ さ れ る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 す る と 、 第 1ク ロ ッ ク 信 号 CLK1が 第 1な い し 第 4イ ン バ ー タ IN1な い し IN4を 経 由 し て 本 来
の 波 形 で 第 1シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLKに 出 力 さ れ る 。 ま た 、 第 1ク ロ ッ ク 信 号 CLK1は 第 1
、 第 5及 び 第 6イ ン バ ー タ IN1、 IN5、 IN6を 経 由 し て 反 転 さ れ た 波 形 で 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信
号 SFTCLKBに 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 す る と 、 走 査 駆 動 部 320は 第 1ク ロ ッ ク 信 号 CLK1に 対 応 す る 走 査 信 号 及 び 発 光 制 御 信 号 を
生 成 し て 画 素 部 350に 供 給 す る こ と で 、 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310で 所 定 の 検 査 が 遂 行 さ れ
る よ う に す る 。 こ こ で 、 図 ６ な い し 図 ８ に 示 さ れ た オ ン /オ フ 制 御 部 380は 、 単 な る 一 例 で
あ り 、 本 発 明 が こ れ に 限 定 さ れ る の で は な く 、 実 際 に オ ン /オ フ 制 御 部 380は 自 分 に 接 続 さ
れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310の オ ン /オ フ を 制 御 す る よ う に 多 様 に 設 定 さ れ う る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 図 ９ は 、 図 ３ な い し 図 ５ に 示 さ れ た 走 査 駆 動 部 の 一 例 を 示 す 図 面 で あ る 。 そ し て 、 図 １
０ は 図 ９ に 示 さ れ た シ フ ト レ ジ ス タ の 一 例 を 示 す 図 面 で 、 図 １ １ は 図 ９ に 示 さ れ た 信 号 生
成 ロ ジ ッ ク の 一 例 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 図 ９ な い し 図 １ １ を 参 照 す れ ば 、 走 査 駆 動 部 320は シ フ ト レ ジ ス タ 部 321と 、 シ フ ト レ ジ
ス タ 部 321の 出 力 端 に 接 続 さ れ た 信 号 生 成 部 322を 含 む 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 シ フ ト レ ジ ス タ 部 321は 、 第 1な い し 第 nシ フ ト レ ジ ス タ SR1な い し SRnを 具 備 す る 。 そ れ
ぞ れ の シ フ ト レ ジ ス タ SR1な い し SRnは 、 第 12配 線 372か ら 供 給 さ れ る 走 査 制 御 信 号 に 含 ま
れ た ス タ ー ト パ ル ス SP(あ る い は 、 前 段 の サ ン プ リ ン グ パ ル ス SAn-1)と 、 オ ン /オ フ 制 御 部
380か ら 供 給 さ れ る 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLK、 SFTCLKBを 利 用 し て サ ン プ リ ン
グ パ ル ス SAを 生 成 し て 、 こ れ を 信 号 生 成 部 322及 び 次 の 段 の シ フ ト レ ジ ス タ SRn+1に 供 給 す
る 。 こ こ で 、 シ フ ト レ ジ ス タ SRは ハ イ レ ベ ル の 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLK、 SF
TCLKBと ス タ ー ト パ ル ス SP(あ る い は 、 前 段 の サ ン プ リ ン グ パ ル ス SA)の 供 給 を 受 け た 場 合
、 ハ イ レ ベ ル の サ ン プ リ ン グ パ ル ス SAを 出 力 す る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 こ れ を 図 １ ０ を 参 照 し て よ り 具 体 的 に 説 明 す れ ば 、 そ れ ぞ れ の シ フ ト レ ジ ス タ SRは 、 第
3電 源 VDDと 第 4電 源 VSSの 間 に 接 続 さ れ る 複 数 の ト ラ ン ジ ス タ Tr1な い し Tr10を 具 備 す る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 第 1な い し 第 4ト ラ ン ジ ス タ Tr1な い し Tr4は 、 第 3電 源 VDDと 第 4電 源 VSSの 間 に 直 列 に 接 続
さ れ る 。 こ こ で 、 第 1及 び 第 4ト ラ ン ジ ス タ Tr1、 Tr4の ゲ ー ト 電 極 は 、 ス タ ー ト パ ル ス SP(
あ る い は 、 前 段 の サ ン プ リ ン グ パ ル ス SAn-1)の 供 給 を 受 け て 、 第 2ト ラ ン ジ ス タ Tr2の ゲ ー
ト 電 極 は 第 1シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLKの 供 給 を 受 け て 、 第 3ト ラ ン ジ ス タ Tr3の ゲ ー ト 電
極 は 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLKBの 供 給 を 受 け る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 第 5な い し 第 8ト ラ ン ジ ス タ Tr5な い し Tr8は 、 第 3電 源 VDDと 第 4電 源 VSSの 間 に 直 列 に 接 続
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さ れ る 。 こ こ で 、 第 5及 び 第 8ト ラ ン ジ ス タ Tr5、 Tr8の ゲ ー ト 電 極 は 、 第 9及 び 第 10ト ラ ン
ジ ス タ Tr9、 Tr10の 間 に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 6ト ラ ン ジ ス タ Tr6の ゲ ー ト 電 極 は 、 第 2シ
フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLKBの 供 給 を 受 け て 、 第 7ト ラ ン ジ ス タ Tr7の ゲ ー ト 電 極 は 、 第 1シ フ
ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLKの 供 給 を 受 け る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 第 9及 び 第 10ト ラ ン ジ ス タ Tr9、 Tr10は 、 お 互 い に 相 反 し た タ イ プ の ト ラ ン ジ ス タ に 設 定
さ れ て 、 第 3電 源 VDDと 第 4電 源 VSSの 間 に 直 列 に 接 続 さ れ て イ ン バ ー タ で 動 作 す る 。 こ の よ
う な 第 9及 び 第 10ト ラ ン ジ ス タ Tr9、 Tr10の ゲ ー ト 電 極 は 、 第 2、 第 3、 第 6、 第 7ト ラ ン ジ ス
タ Tr2、 Tr3、 Tr6、 Tr7の 一 電 極 と 共 通 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 こ こ で 、 第 1、 第 2、 第 5、 第 6及 び 第 9ト ラ ン ジ ス タ Tr1、 Tr2、 Tr5、 Tr6、 Tr9は 、 P-タ イ
プ ト ラ ン ジ ス タ に 設 定 さ れ て 、 第 3、 第 4、 第 7、 第 8及 び 第 10ト ラ ン ジ ス タ Tr3、 Tr4、 Tr7
、 Tr8、 Tr10は 、 N-タ イ プ ト ラ ン ジ ス タ に 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 こ の よ う な シ フ ト レ ジ ス タ SRに ハ イ レ ベ ル の 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLK、 SF
TCLKBと ス タ ー ト パ ル ス SP(あ る い は 、 前 段 の サ ン プ リ ン グ パ ル ス SA)が 供 給 さ れ れ ば 、 第 1
、 第 2、 第 5及 び 第 6ト ラ ン ジ ス タ Tr1、 Tr2、 Tr5、 Tr6は タ ー ン オ フ さ れ て 、 第 3、 第 4、 第 7
及 び 第 8ト ラ ン ジ ス タ Tr3、 Tr4、 Tr7、 Tr8は タ ー ン オ ン さ れ る 。 し た が っ て 、 第 9及 び 第 10
ト ラ ン ジ ス タ Tr9、 Tr10の 入 力 端 子 に は ロ ー レ ベ ル の 第 4電 源 VSSが 供 給 さ れ て 、 ロ ー レ ベ
ル の 第 4電 源 VSSは 第 9及 び 第 10ト ラ ン ジ ス タ Tr9、 Tr10に よ っ て イ ン バ ー テ ィ ン グ さ れ て ハ
イ レ ベ ル の サ ン プ リ ン グ パ ル ス SAnに 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 信 号 生 成 部 322は 第 1な い し 第 n信 号 生 成 ロ ジ ッ ク を 具 備 す る 。 そ れ ぞ れ の 信 号 生 成 ロ ジ
ッ ク は 、 シ フ ト レ ジ ス タ 部 321か ら サ ン プ リ ン グ パ ル ス SAn及 び 前 段 の サ ン プ リ ン グ パ ル ス
SAn-1の 供 給 を 受 け て 、 第 12配 線 372か ら 供 給 さ れ る 走 査 制 御 信 号 に 含 ま れ た 走 査 ク ロ ッ ク
信 号 SCLKの 供 給 を 受 け る 。 こ の よ う な 信 号 生 成 部 322は 、 サ ン プ リ ン グ パ ル ス SAn-1、 SAn
及 び 走 査 ク ロ ッ ク 信 号 SCLKを 利 用 し て 走 査 信 号 SSを 生 成 し て 、 こ れ を 走 査 線 Snに 供 給 す る
。
【 ０ １ ５ １ 】
　 こ こ で 、 信 号 生 成 部 322は ハ イ レ ベ ル の サ ン プ リ ン グ パ ル ス SAn-1、 SAnと ロ ー レ ベ ル の
走 査 ク ロ ッ ク 信 号 SCLKの 供 給 を 受 け た 場 合 、 ハ イ レ ベ ル の 走 査 信 号 SSを 出 力 し て 、 画 素 部
350が タ ー ン オ フ さ れ る よ う に 制 御 す る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 こ れ を 図 １ １ を 参 照 し て よ り 具 体 的 に 説 明 す れ ば 、 そ れ ぞ れ の 信 号 生 成 ロ ジ ッ ク は 第 3
電 源 VDDと 第 4電 源 VSSの 間 に 直 列 に 接 続 さ れ る 第 2、 第 4な い し 第 6ト ラ ン ジ ス タ m2、 m4な い
し m6と 、 第 2ト ラ ン ジ ス タ m2と 並 列 に 接 続 さ れ る 第 1及 び 第 3ト ラ ン ジ ス タ m1、 m3を 具 備 す
る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 こ こ で 、 第 1及 び 第 4ト ラ ン ジ ス タ m1、 m4の ゲ ー ト 電 極 は 、 前 段 の サ ン プ リ ン グ パ ル ス SA
n-1の 供 給 を 受 け て 、 第 2及 び 第 5ト ラ ン ジ ス タ m2、 m5の ゲ ー ト 電 極 は サ ン プ リ ン グ パ ル ス S
Anの 供 給 を 受 け る 。 そ し て 、 第 3及 び 第 6ト ラ ン ジ ス タ m3、 m6の ゲ ー ト 電 極 は 、 走 査 ク ロ ッ
ク 信 号 SCLKの 供 給 を 受 け る 。 こ の 時 、 第 1な い し 第 3ト ラ ン ジ ス タ m1な い し m3は 、 P-タ イ プ
ト ラ ン ジ ス タ に 設 定 さ れ て 、 第 4な い し 第 6ト ラ ン ジ ス タ m4な い し m6は 、 N-タ イ プ ト ラ ン ジ
ス タ に 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 こ の よ う な 信 号 生 成 ロ ジ ッ ク に ハ イ レ ベ ル の サ ン プ リ ン グ パ ル ス SAn-1、 SAnと ロ ー レ ベ
ル の 走 査 ク ロ ッ ク 信 号 SCLKが 供 給 さ れ れ ば 、 第 1、 第 2及 び 第 6ト ラ ン ジ ス タ m1、 m2、 m6は
タ ー ン オ フ さ れ て 、 第 3な い し 第 5ト ラ ン ジ ス タ m3な い し m5は タ ー ン オ ン さ れ る 。 し た が っ
て 、 信 号 生 成 ロ ジ ッ ク の 出 力 端 子 に は ハ イ レ ベ ル の 走 査 信 号 SSが 生 成 さ れ る 。 こ こ で 、 信
号 生 成 部 322か ら 生 成 さ れ た ハ イ レ ベ ル の 走 査 信 号 SSは 、 走 査 線 S1な い し Snに 供 給 さ れ て
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画 素 部 350が タ ー ン オ フ さ れ る よ う に 制 御 す る 。 こ れ に 対 す る 詳 細 な 説 明 は 後 述 す る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 一 方 、 走 査 駆 動 部 320は 走 査 信 号 SSの 外 に も 発 光 制 御 信 号 EMIを さ ら に 生 成 す る 。 こ の た
め に 、 走 査 駆 動 部 320、 特 に 、 信 号 生 成 部 322は 示 さ れ て い な い 発 光 制 御 信 号 EMI生 成 ロ ジ
ッ ク を さ ら に 含 む こ と が で き る 。 こ こ で 、 発 光 制 御 信 号 EMIを 生 成 す る た め の ロ ジ ッ ク は
、 少 な く と も 一 つ の ト ラ ン ジ ス タ を 含 む よ う に 多 様 に 具 現 さ れ う る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 た だ し 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 走 査 駆 動 部 320は 、 オ ン /オ フ 制 御 部 380か ら 有 機 電 界
発 光 表 示 装 置 310を タ ー ン オ フ さ せ る た め の 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 SFTCLK、 SFTCL
KBの 供 給 を 受 け る 場 合 、 画 素 部 350が タ ー ン オ フ さ れ る よ う に 制 御 す る 発 光 制 御 信 号 EMIを
生 成 す る 。 例 え ば 、 走 査 駆 動 部 320は 画 素 部 350に 含 ま れ た ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ が P-
タ イ プ に 設 定 さ れ る 場 合 、 ハ イ レ ベ ル の 発 光 制 御 信 号 EMIを 生 成 し て 画 素 部 350に 供 給 す る
。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 す る と 、 発 光 制 御 信 号 EMIの 供 給 を 受 け た 画 素 部 350は 、 論 理 的 に タ ー ン オ フ さ れ る 。 こ
こ で 、 図 ９ な い し 図 １ １ に 示 さ れ た 走 査 駆 動 部 320の 内 部 構 成 は 、 単 な る 一 例 で 、 本 発 明
が こ れ に 限 定 さ れ る の で は な い 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 図 １ ２ は 、 図 ３ な い し 図 ５ に 示 さ れ た 画 素 部 に 含 ま れ た 画 素 の 一 例 を 示 す 図 面 で 、 図 １
３ は 図 １ ２ に 示 さ れ た 画 素 回 路 を 制 御 す る た め の 制 御 信 号 を 示 す 波 形 図 で あ る 。 そ し て 、
図 １ ４ は 図 １ ２ に 示 さ れ た 画 素 に ハ イ レ ベ ル の 走 査 信 号 及 び 発 光 制 御 信 号 が 供 給 さ れ る 時
、 画 素 が 論 理 的 に タ ー ン オ フ さ れ る こ と を 示 す 図 面 で あ る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 図 １ ２ な い し 図 １ ４ を 参 照 す れ ば 、 画 素 は 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDと 、 第 n走 査 線 Sn、
第 n発 光 制 御 線 EMn、 第 mデ ー タ 線 Dm、 第 1電 源 ELVDD、 初 期 化 電 源 Vinit及 び 有 機 発 光 ダ イ オ
ー ド OLEDに 接 続 さ れ て 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDを 発 光 さ せ る た め の 画 素 回 路 352を 具 備 す
る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDの ア ノ ー ド 電 極 は 画 素 回 路 352に 接 続 さ れ て 、 カ ソ ー ド 電 極 は
第 2電 源 ELVSSに 接 続 さ れ る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 画 素 回 路 352は 第 1な い し 第 6ト ラ ン ジ ス タ M1な い し M6と 保 存 用 キ ャ パ シ タ Cstを 具 備 す る
。 図 １ ２ に お い て 第 1な い し 第 6ト ラ ン ジ ス タ M1な い し M6が Pタ イ プ ト ラ ン ジ ス タ に 示 さ れ
た が 、 本 発 明 が こ れ に 限 定 さ れ る の で は な い 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の 第 1電 極 は 、 第 2ノ ー ド N2に 接 続 さ れ て 、 第 2電 極 は 第 3ノ ー ド N3に
接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 電 極 は 第 1ノ ー ド N1に 接 続 さ れ る 。 こ の
よ う な 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1は 保 存 用 キ ャ パ シ タ Cstに 保 存 さ れ た 電 圧 に 対 応 す る 電 流 を 第 3
ノ ー ド N3に 供 給 す る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2の 第 1電 極 は 、 第 mデ ー タ 線 Dmに 接 続 さ れ て 、 第 2電 極 は 第 3ノ ー ド N3
に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2の ゲ ー ト 電 極 は 第 n走 査 線 Snに 接 続 さ れ る 。 こ
の よ う な 第 2ト ラ ン ジ ス タ M2は 、 第 n走 査 線 Snに 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 時 タ ー ン オ ン さ れ て
第 mデ ー タ 線 Dmに 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 を 第 3ノ ー ド N3に 供 給 す る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 第 3ト ラ ン ジ ス タ M3の 第 1電 極 は 、 第 2ノ ー ド N2に 接 続 さ れ て 、 第 2電 極 は 第 1ノ ー ド N1に
接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 3ト ラ ン ジ ス タ M3の ゲ ー ト 電 極 は 第 n走 査 線 Snに 接 続 さ れ る 。 こ の
よ う な 第 3ト ラ ン ジ ス タ M3は 第 n走 査 線 Snに 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 時 タ ー ン オ ン さ れ て 第 1
ト ラ ン ジ ス タ M1を ダ イ オ ー ド 形 態 で 接 続 さ せ る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
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　 第 4ト ラ ン ジ ス タ M4の 第 1電 極 は 、 初 期 化 電 源 Vinitに 接 続 さ れ て 、 第 2電 極 は 第 1ノ ー ド N
1に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 4ト ラ ン ジ ス タ M4の ゲ ー ト 電 極 は 第 n-1走 査 線 Sn-1に 接 続 さ れ
る 。 こ の よ う な 第 4ト ラ ン ジ ス タ M4は 、 第 n-1走 査 線 Sn-1に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 時 タ ー ン
オ ン さ れ て 保 存 用 キ ャ パ シ タ Cst及 び 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 端 子 を 初 期 化 す る 。 こ の
た め に 、 初 期 化 電 源 Vinitの 電 圧 値 は デ ー タ 信 号 の 電 圧 値 よ り 低 く 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 第 5ト ラ ン ジ ス タ M5の 第 1電 極 は 第 1電 源 ELVDDに 接 続 さ れ て 、 第 2電 極 は 第 2ノ ー ド N2に 接
続 さ れ る 。 そ し て 第 5ト ラ ン ジ ス タ M5の ゲ ー ト 電 極 は 第 n発 光 制 御 線 EMnに 接 続 さ れ る 。 こ
の よ う な 第 5ト ラ ン ジ ス タ M5は 第 n発 光 制 御 線 EMnに 発 光 制 御 信 号 が 供 給 さ れ な い 時 タ ー ン
オ ン さ れ て 第 1電 源 ELVDDの 電 圧 を 第 2ノ ー ド N2に 伝 達 す る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 第 6ト ラ ン ジ ス タ M6の 第 1電 極 は 第 3ノ ー ド N3に 接 続 さ れ て 、 第 2電 極 は 有 機 発 光 ダ イ オ ー
ド OLEDの ア ノ ー ド 電 極 に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 6ト ラ ン ジ ス タ M6の ゲ ー ト 電 極 は 第 n発 光
制 御 線 EMnに 接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 第 6ト ラ ン ジ ス タ M6は 第 n発 光 制 御 線 EMnに 発 光 制 御 信
号 が 供 給 さ れ な い 時 タ ー ン オ ン さ れ て 第 3ノ ー ド N3と 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDを 電 気 的 に
接 続 さ せ る 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 保 存 用 キ ャ パ シ タ Cstの 一 側 端 子 は 、 第 1電 源 ELVDD及 び 第 5ト ラ ン ジ ス タ M5の 第 1電 極 に
接 続 さ れ て 、 他 側 端 子 は 第 1ノ ー ド N1に 接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 保 存 用 キ ャ パ シ タ Cstは 、
第 n走 査 線 Snに 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 時 デ ー タ 信 号 と 第 1ト ラ ン ジ ス タ T1の 閾 値 電 圧 Vthに
対 応 す る 電 圧 を 充 電 し て 、 充 電 さ れ た 電 圧 を 一 フ レ ー ム の 間 維 持 す る 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 前 述 し た 画 素 の 動 作 過 程 を 詳 し く 説 明 す れ ば 、 ま ず 、 T1期 間 の 間 第 n-1走 査 線 Sn-1に 走
査 信 号 SSが 供 給 さ れ て 、 第 n発 光 制 御 線 EMnに 発 光 制 御 信 号 EMIが 供 給 さ れ る 。 第 n発 光 制 御
線 EMnに 発 光 制 御 信 号 EMIが 供 給 さ れ れ ば 第 5及 び 第 6ト ラ ン ジ ス タ M5、 M6が タ ー ン オ フ さ れ
る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 そ し て 、 第 n-1走 査 線 Sn-1に 走 査 信 号 SSが 供 給 さ れ れ ば 第 4ト ラ ン ジ ス タ M4が タ ー ン オ ン
さ れ る 。 第 4ト ラ ン ジ ス タ M4が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 保 存 用 キ ャ パ シ タ Cst及 び 第 1ト ラ ン ジ
ス タ M1の ゲ ー ト 端 子 が 初 期 化 電 源 Vinitに 接 続 さ れ る 。 保 存 用 キ ャ パ シ タ Cst及 び 第 1ト ラ
ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 端 子 が 初 期 化 電 源 Vinitに 接 続 さ れ れ ば 、 保 存 用 キ ャ パ シ タ Cst及 び 第
1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 端 子 に 初 期 化 電 源 Vinitが 供 給 さ れ て 初 期 化 さ れ る 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 以 後 、 T2期 間 の 間 第 n走 査 線 Snに 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 。 第 n走 査 線 Snに 走 査 信 号 SSが 供
給 さ れ れ ば 第 2及 び 第 3ト ラ ン ジ ス タ M2、 M3が タ ー ン オ ン さ れ る 。 第 3ト ラ ン ジ ス タ M3が タ
ー ン オ ン さ れ れ ば 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1が ダ イ オ ー ド 形 態 で 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 2ト ラ ン
ジ ス タ M2が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 、 第 mデ ー タ 線 Dmに 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 が 第 3ノ ー ド N3に
伝 達 さ れ る 。 こ の 時 、 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の ゲ ー ト 端 子 は 初 期 化 電 源 Vinitに よ っ て デ ー タ
信 号 よ り さ ら に 低 い 電 圧 値 に 初 期 化 さ れ た の で 、 第 3ノ ー ド N3に 供 給 さ れ た 電 圧 は 第 1及 び
第 3ト ラ ン ジ ス タ M1、 M3を 経 由 し て 第 1ノ ー ド N1に 供 給 さ れ る 。 す る と 、 保 存 用 キ ャ パ シ タ
Cstに は 第 1ト ラ ン ジ ス タ M1の 閾 値 電 圧 Vthと デ ー タ 信 号 に 対 応 す る 電 圧 が 保 存 さ れ る 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 以 後 、 第 n発 光 制 御 線 EMnで 発 光 制 御 信 号 EMIが 供 給 さ れ な け れ ば 第 5及 び 第 6ト ラ ン ジ ス
タ M5、 M6が タ ー ン オ ン さ れ る 。 第 5及 び 第 6ト ラ ン ジ ス タ M5、 M6が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 、 デ
ー タ 信 号 に 対 応 す る 電 流 が 第 1電 源 ELVDDか ら 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDに 流 れ る よ う に な っ
て 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド OLEDで デ ー タ 信 号 に 対 応 す る 光 が 生 成 さ れ る 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 こ の よ う な 画 素 に ハ イ レ ベ ル の 走 査 信 号 SS及 び 発 光 制 御 信 号 EMIが 供 給 さ れ れ ば 、 図 １
４ に 示 さ れ た よ う に 第 2な い し 第 6ト ラ ン ジ ス タ M2な い し M6が す べ て タ ー ン オ フ さ れ て 画 素
は 発 光 し な い 。 し た が っ て 、 特 定 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310を タ ー ン オ フ さ せ よ う と す る
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場 合 、 画 素 部 350に ハ イ レ ベ ル の 走 査 信 号 SS及 び 発 光 制 御 信 号 EMIを 供 給 す れ ば 良 い 。 例 え
ば 、 マ ザ ー 基 板 300上 で 元 板 単 位 の 検 査 を 遂 行 す る 時 、 特 定 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310を タ
ー ン オ フ さ せ る た め に 特 定 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310に 接 続 さ れ た オ ン /オ フ 制 御 部 380に
ロ ー レ ベ ル の 垂 直 及 び 水 平 制 御 信 号 VC、 HCを 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 す る と 、 オ ン /オ フ 制 御 部 380は 走 査 駆 動 部 320に ハ イ レ ベ ル の 第 1及 び 第 2シ フ ト ク ロ ッ
ク 信 号 SFTCLK、 SFTCLKBを 供 給 し て 、 走 査 駆 動 部 320は こ れ に 対 応 し て ハ イ レ ベ ル の 走 査 信
号 SS及 び 発 光 制 御 信 号 EMIを 生 成 す る こ と で 、 画 素 を タ ー ン オ フ さ せ る 。 た だ し 、 前 述 し
た と こ ろ は 、 画 素 の ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ が す べ て P-タ イ プ ト ラ ン ジ ス タ の 場 合 に つ
い て 説 明 し た の で あ り 、 実 際 に 画 素 の 回 路 構 成 に よ っ て 特 定 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 310を
タ ー ン オ フ さ せ る 方 法 は 多 様 に 設 定 さ れ う る 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 以 上 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 こ れ は 例 示 的 な も の に
過 ぎ ず 、 当 該 技 術 分 野 に お け る 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 で あ れ ば 、 多 様 な 変 形 及 び 均 等 な 他
の 実 施 形 態 が 可 能 で あ る と い う こ と を 理 解 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ７ ６ 】
【 図 １ 】 ス ク ラ イ ビ ン グ が 完 了 し た 一 般 的 な 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 1実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の マ ザ ー 基 板 を 示 す 図 面 で あ
る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 2実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の マ ザ ー 基 板 を 示 す 図 面 で あ
る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 さ れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 さ れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 で 元 板 単 位 の 検 査 が 遂 行 さ れ る 方
法 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ３ な い し 図 ５ に 示 さ れ た オ ン /オ フ 制 御 部 の 一 例 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 示 さ れ た 制 御 信 号 生 成 部 の 一 例 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ６ に 示 さ れ た シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 生 成 部 の 一 例 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ３ な い し 図 ５ に 示 さ れ た 走 査 駆 動 部 の 一 例 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ に 示 さ れ た シ フ ト レ ジ ス タ の 一 例 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ９ に 示 さ れ た 信 号 生 成 ロ ジ ッ ク の 一 例 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 ３ な い し 図 ５ に 示 さ れ た 画 素 部 に 含 ま れ た 画 素 の 一 例 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ に 示 さ れ た 画 素 回 路 を 制 御 す る た め の 制 御 信 号 を 示 す 波 形 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ２ に 示 さ れ た 画 素 に ハ イ レ ベ ル の 走 査 信 号 及 び 発 光 制 御 信 号 が 供 給 さ れ る
時 、 画 素 が 論 理 的 に タ ー ン オ フ さ れ る こ と を 示 す 図 面 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ７ ７ 】
　 300　 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 の マ ザ ー 基 板
　 310　 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置
　 320　 走 査 駆 動 部
　 330　 検 査 部
　 340　 デ ー タ 分 配 部
　 350　 画 素 部
　 360　 第 1配 線 グ ル ー プ
　 370　 第 2配 線 グ ル ー プ
　 380　 オ ン /オ フ 制 御 部
　 381　 制 御 信 号 生 成 部
　 382　 シ フ ト ク ロ ッ ク 信 号 生 成 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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